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成果報告事業名 番号 担当課名

与那国町誘客促進活性化事業 1 企画財政課

優良牛繁殖雌牛導入事業 2 産業振興課

農水産物輸送コスト負担軽減事業 3 産業振興課

さとうきび自然被害対策事業 4 産業振興課

農業次世代人材投資事業 5 産業振興課

さとうきび増産対策事業 6 産業振興課

病害虫及び外来生物等駆除事業 7 産業振興課

さとうきび優良種苗安定確保事業 8 産業振興課

農林水産業新規就業者用定住型住宅確保事業 9 産業振興課

中山間地域等直接支払事業 10 産業振興課

農地中間管理事業 11 産業振興課

機構集積支援事業 12 産業振興課

宇良部環境防災林整備事業 13 産業振興課

農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）繰越 14 まちづくり課

農山漁村活性化対策整備事業（比川田原地区）繰越 15 まちづくり課

南帆安地区土地改良事業 16 まちづくり課

農林水産施設災害復旧事業（宇良部・貢馬地区）繰越 17 まちづくり課

国営土地改良推進事業 18 まちづくり課

与那国町漁業担い手育成プラン実施事業 19 産業振興課

離島漁業再生支援交付金事業 20 産業振興課

漁業集落環境整備事業 21 産業振興課

食生活改善事業 22 長寿福祉課

食育推進事業 23 長寿福祉課

予防接種事業 24 長寿福祉課

ライフセーフティネット事業（福祉） 25 長寿福祉課

へき地保健指導事業 26 長寿福祉課

健康づくり推進事業 27 長寿福祉課

結核検診事業 28 長寿福祉課

健康増進対策事業 29 長寿福祉課

がん検診事業 30 長寿福祉課

診療所事業 31 長寿福祉課

離島患者等通院支援助成金 32 長寿福祉課

与那国町すこやか子育て支援事業 33 長寿福祉課

少子高齢者医療支援事業 34 長寿福祉課
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島ネットワーク総合相談事業 35 長寿福祉課

母子保健事業 36 長寿福祉課

乳幼児医療助成事業 37 長寿福祉課

妊産婦検診事業 38 長寿福祉課

敬老会事業 39 長寿福祉課

月桃の里施設入所促進対策支援事業 40 長寿福祉課

家庭学習支援モデル事業 41 教育委員会

教育諸活動助成事業 42 教育委員会

外国語教育強化事業 43 教育委員会

学校ICT教育環境整備事業 44 教育委員会

学校教育用無線LAN整備事業 45 教育委員会

公立学校情報機器整備事業 46 教育委員会

与那国町立学校各種検定受験料補助事業 47 教育委員会

学校給食完全無償化事業 48 教育委員会

ライフセーフティネット事業（教育） 49 教育委員会

町営住宅建替事業 50 まちづくり課

公共交通路線支援事業 51 企画財政課

祖納集落内線道路改良事業 52 まちづくり課

公共土木施設災害復旧事業（繰越） 53 まちづくり課

地方改善施設整備事業 54 まちづくり課

非常備消防費 55 総務課

災害対策事業 56 総務課

沖縄観光防災力強化支援事業（総務課） 57 総務課

沖縄観光防災力強化支援事業（企画財政課） 58 企画財政課

交通安全対策特別事業 59 総務課

与那国島歴史文化交流資料館事業 60 企画財政課

与那国町方言保存継承事業 61 教育委員会

文化財保護費 62 教育委員会

嶋仲遺跡発掘調査支援業務委託事業 63 教育委員会

与那国町特別定額給付金 64 総務課

町民へのマスク配布事業 65 長寿福祉課

与那国町感染症影響対策支援事業 66 産業振興課

3蜜防止用遊具設置事業 67 教育委員会

生活路線バス維持促進事業 68 企画財政課

島内観光キャンペーン事業 69 企画財政課

地域経済誘客促進活性化事業 70 企画財政課

観光PR動画発信事業 71 企画財政課
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申請支援窓口開設事業 72 企画財政課

中小企業及び小規模事業者支援事業 73 企画財政課

会議室ICT化事業 74 企画財政課

慰霊祭式典費 75 長寿福祉課

成人式式典費 76 長寿福祉課

沖縄県市町村広域連携支援事業 77 総務課

与那国町地域おこし協力隊（移住定住支援） 78 企画財政課
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第４次与那国町総合計画に基づいた
令和２年度実施事業一覧



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

100人の雇用創出　(ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ100)

どぅなんファンド事業費 企画財政課 -

地域振興対策事業 企画財政課 -

与那国島特産品アピール強化事業 企画財政課 -

与那国町誘客促進活性化事業 企画財政課 1

畜産業の振興 優良牛繁殖雌牛導入事業 産業振興課 2

農水産物輸送コスト負担軽減事業 産業振興課 3

さとうきび自然被害対策事業 産業振興課 4

農業次世代人材投資事業 産業振興課 5

さとうきび増産対策事業 産業振興課 6

病害虫及び外来生物等駆除事業 産業振興課 7

さとうきび優良種苗安定確保事業 産業振興課 8

農林水産業新規就業者用定住型住宅確保
事業

産業振興課 9

中山間地域等直接支払事業 産業振興課 10

農地中間管理事業 産業振興課 11

機構集積支援事業 産業振興課 12

宇良部環境防災林整備事業 産業振興課 13

農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田
神地区）繰越

まちづくり課 14

農山漁村活性化対策整備事業（比川田原
地区）繰越

まちづくり課 15

南帆安地区土地改良事業 まちづくり課 16

農林水産施設災害復旧事業（宇良部・貢馬
地区）繰越

まちづくり課 17

国営土地改良推進事業 まちづくり課 18

与那国町漁業担い手育成プラン実施事業 産業振興課 19

離島漁業再生支援交付金事業 産業振興課 20

漁業集落環境整備事業 産業振興課 21

食生活改善事業 長寿福祉課 22

食育推進事業 長寿福祉課 23

予防接種事業 長寿福祉課 24

ライフセーフティネット事業（福祉） 長寿福祉課 25

へき地保険指導事業 長寿福祉課 26

健康づくり推進事業 長寿福祉課 27

結核検診事業 長寿福祉課 28

健康増進対策事業 長寿福祉課 29

がん検診事業 長寿福祉課 30

第４次与那国町総合計画に基づいた令和2年度実施事業一覧

目標達成の柱

いきいきと
働けるまち

観光・サービス産業の振興

水産業の振興

島の活力と定
住人口を維持
するための産
業振興の推進 農業の振興

癒やしと安心
のまち

安心して暮らせ
る医療・福祉の

充実
地域医療・社会福祉の充実

事業一覧－6



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

第４次与那国町総合計画に基づいた令和2年度実施事業一覧

目標達成の柱

診療所事業 長寿福祉課 31

離島患者等通院支援助成金 長寿福祉課 32

与那国町すこやか子育て支援事業 長寿福祉課 33

少子高齢者医療支援事業 長寿福祉課 34

島ネットワーク総合相談事業 長寿福祉課 35

子育てサロン事業 長寿福祉課 -

母子保健事業 長寿福祉課 36

乳幼児医療費助成事業 長寿福祉課 37

妊産婦健診事業 長寿福祉課 38

老人クラブ助成事業 長寿福祉課 -

老人保護措置事業 長寿福祉課 -

敬老会事業 長寿福祉課 39

月桃の里施設入所促進対策支援事業 長寿福祉課 40

家庭学習支援モデル事業 教育委員会 41

教育諸活動助成事業 教育委員会 42

外国語教育強化事業 教育委員会 43

学校ICT教育環境整備事業 教育委員会 44

学校教育用無線LAN整備事業 教育委員会 45

公立学校情報機器整備事業 教育委員会 46

与那国町立学校各種検定受験料補助事業 教育委員会 47

学校給食費無償化事業 教育委員会 48

社会教育の充実 ライフセーフティネット事業(教育） 教育委員会 49

八重山圏と一体となった観
光施策の拡充

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

県内における観光受け入
れ体制の充実

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

伝統文化を体験する場づく
り

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

姉妹都市交流事業 企画財政課 -

与那国町国境交流結節点化可能性調査業
務

企画財政課 -

島内情報発信体制の確立 ※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

情報通信技術を活用した島
外応援団の拡大

※観光総務費、企画費等に含めて対応 企画財政課 -

情報格差を解消する情報イン
フラ整備推進

与那国町公衆無線LAN環境整備事業 企画財政課 -

癒やしと安心
のまち

安心して暮らせ
る医療・福祉の

充実

島の未来を担
う地域・人づく
りの推進

人材を育て・
つなぐ交流の

まち

広域連携によ
る交流・観光
の推進

子育て支援の充実

義務教育の充実

広域的な医療体制の維持

国際交流の推進

情報通信技術
を活用した島
内外交流ネット
ワークの確立

高齢者福祉の充実

事業一覧－7



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

第４次与那国町総合計画に基づいた令和2年度実施事業一覧

目標達成の柱

体験型の就業機会の充実
＊農業振興費及び水産振興費等に含めて
対応

産業振興課 -

与那国町古民家活用型定住促進事業 企画財政課 -

古民家活用型定住促進事業 企画財政課 -

町営住宅建替事業 まちづくり課 50

与那国空港の拡充
※空港管理・空港ターミナル管理費等に含
めて対応

空港課 -

祖納港の改修整備 ※港湾管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

適正な土地利用
の推進

バランスの取れた土地利
用の推進

※企画費等に含めて対応 企画財政課 -

自然環境・景観の保全 宇良部環境防災林整備事業 産業振興課 -

多自然を活かした河川空
間の整備

※河川管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

集落景観の保存・整備 ※土木管理費等に含めて対応 まちづくり課 -

沖縄離島住民等交通コスト負担軽減事業 企画財政課 -

公共交通路線支援事業 企画財政課 51

祖納部落内線道路改良事業 まちづくり課 52

公共土木施設災害復旧事業（繰越） まちづくり課 53

地方改善施設整備事業 まちづくり課 54

樽舞1号線外２道路改良事業 まちづくり課 -

上水道・集落排水等の整備
改善

※環境衛生費、水産振興費等に含めて対
応

まちづくり課 -

廃棄物処理施設の整備 ※環境衛生費に含めて対応 まちづくり課 -

ゴミの減量・リサイクルの
推進

リサイクルセンター管理 まちづくり課 -

未利用エネルギー・再生可能エ
ネルギーの活用推進 ※環境衛生費等に含めて対応 まちづくり課 -

非常備消防費 総務課 55

災害対策事業 総務課 56

沖縄観光防災力強化支援事業 総務課 57

沖縄観光防災力強化支援事業 企画財政課 58

交通安全対策特別事業 総務課 59

海洋環境の保全 ※海浜浄化対策費等に含めて対応 産業振興課 -

海洋の安全の確保 ※水産振興費等に含めて対応 産業振興課 -

国境離島として連携・支援
体施策の推進

※企画費及び観光総務費等に含めて対応 企画財政課 -

道路・交通ネットワークの
整備

UIターン施策
の充実

人と環境にやさし
い生活基盤の維
持・充実

『健やかな自
然・人・生活環
境を育む島』に
相応しい環境の
保全

島外との交流を
支える基盤の充
実

海を守り、支
えるまち

安全・安心に
暮らせる島づく
りの推進

良質な公営住宅の整備

防災体制の整備・拡充

人材を育て・
つなぐ交流の

まち

循環と共生の
まち

『健やかな自
然・人・生活環
境を育む島』
を実現する環
境循環システ
ムの確立

事業一覧－8



＊下段()は、成果報告書の区分を表示

基本計画 基本目標 実施事業名称 担当課 成　果

（施策名） （事項名） （事業名） （課名） 報告頁

第４次与那国町総合計画に基づいた令和2年度実施事業一覧

目標達成の柱

与那国島歴史文化交流資料館事業 企画財政課 60

与那国町方言保存継承事業 教育委員会 61

文化財保護費 教育委員会 62

嶋仲遺跡発掘調査支援業務委託事業 教育委員会 63

自治公民館を中心とした住民
自治の推進

公民館費 教育委員会 -

住民と行政の協働によるまち
づくりの推進

※企画費等に等に含めて対応 企画財政課 -

健全な行財政運営の徹底 ※財務システム管理費等に含めて対応 企画財政課 -

成果のあがる行政執行体
制の確立

人事評価制度導入事業 総務課 -

自主財源の確保 ふるさと寄附（納税）対策事業 企画財政課 -

公共施設の統
合・再編成 町役場の建替え 与那国町新庁舎建設事業 総務課 -

経常的な業務等を主とする
事業

広報誌発行 企画財政課 -

与那国町特別定額給付金 総務課 64

町民へのマスク無料配布事業 長寿福祉課 65

与那国町感染症影響対策支援事業 産業振興課 66

3蜜防止用遊具設置事業 教育委員会 67

生活路線バス維持促進事業 企画財政課 68

島内観光キャンペーン事業 企画財政課 69

地域経済誘客促進活性化事業 企画財政課 70

観光PR動画発信事業 企画財政課 71

申請支援窓口開設事業 企画財政課 72

中小企業及び小規模事業者支援事業 企画財政課 73

会議室ICT化事業 企画財政課 74

慰霊祭式典費 長寿福祉課 75

成人式式典費 長寿福祉課 76

沖縄県市町村広域連携支援事業 総務課 77

与那国町地域おこし協力隊（移住定住支
援）

企画財政課 78

伝統文化に支
えられた自治
と自律のまち

住民自治の推
進と地域コミュ
ニティの活性
化

行政改革の推進

伝統文化に
支えられた
自治と自律
のまち

新型コロナウィルス感染症
対策

その他

与那国の伝統文化の継承
与那国の伝統
文化の継承

事業一覧－9



令和２年度

主要施策の成果に関する報告書



単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 1

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町誘客促進活性化事業 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 観光・サービス産業の振興 観光振興費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

1,007

事
業
の
成
果

 新型コロナウィルス感染症の影響により島外での活動は出来なかったものの、島内での体験メニュー
のPR素材を整備した。また、ノベルティを作成し島内でのアンケート調査時に配布することで、多くの意
見を集められニーズに合った誘発促進が図れた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

  トップセールスによる空路開拓を行うことで、団体・個
人観光客の誘客促進を図るとともに、誘客の安定化を
図っていく。また、観光・物産両面からのPRを行うこと
で、相乗効果を生み出し、観光を基軸とした与那国島
全体の活性化を目指す。これらのPRに活用するツー
ルを作成することで、より効果的なPR活動が期待でき
る。

  与那国町独自のPR活動を行っていく。具体
的には①トップセールス②観光・物産PR③PR
ツール作成を通して、与那国島への路線を拡
大させ観光誘客の安定化を図るとともに、観
光・物産との連携を促進していくことで、特産品
への注目度を高め、観光・物産両面から与那
国町の活性化につなげる取り組みを進めてい
く。

事
業
の
目
的

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

5,034 5,034

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,027

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

与那国町

5,660千円

負担金、補助金
5,660千円

（一社）八重山ビジターズビューロー

（一社）八重山ビジターズビューロー 補助金

アンケート調査（ノベルティ／エコバック）

体験型ガイドブック制作（ポスター版）

報告書 - 1



単位：千円

課長名 款 番号 2
項 番号 6
目 番号 2

導入牛 与那国町　　　　　　　ＪＡおきなわ　　　　　　　　農　家

一括交付金

導入場所 導入頭数 総事業費

県外導入 ２５頭 22,080,642

県内導入 ５頭 3,340,480

計 ３０頭 25,421,122

導入場所 導入頭数 総事業費

県外導入 ２５頭

県内導入 ５頭

計 ３０頭 0

国庫支出金

15,000 11,455

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
成
果

　優良繁殖雌牛導入助成により、今後子牛価格の市場価格が上昇し生産農家の意欲及び繁殖生産基盤
の強化を図り経営安定が期待できる。

予算執行
状況

予算額 決算額
県支出金 地方債 その他 一般財源

9,164 2,291

決 算 額 の 財 源 内 訳

1,837,707

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

 和牛生産農家を対象とし、雌牛購入費用の１
／２以内及び１頭当たり５００千円を上限として
助成すると共に町単独支援として、1頭あたり
200千円の助成を行った。

　優良雌牛の導入助成により、将来の子牛価格の市場価
格が上昇し、生産農家の意欲や繁殖生産基盤の強化を
図り、経営安定が期待できる。

0

農家負担額補助金額

5,000,000

購入費用

1,000,000

6,000,000

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事業名 優良牛繁殖雌牛導入事業 作成者名 小　島　重　喜
課　名 産業振興課 小島　重喜 予

算
科
目

総務費
施策名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事項名 畜産業の振興 農林水産振興費

備考購入費用 補助金額

9,952,857

1,502,773

農家負担額

12,127,78519,985,992

3,005,548

備考

町単独支援（一頭当たり　\200,000円補助）

11,455,630 13,965,49222,991,540

報告書 - 2



単位：千円

課長名 款 番号 2
項 番号 6
目 番号 2

与那国町　　　　　　　漁業協同組合　　　　　　　　漁　家
与那国町　　　　　　　農業生産法人　

４月
カジキ・マチ類 133 7,580

薬用作物 133 1,140
計 8,720

９月 １０月 １１月
806 836 3,560
450 120 1,200

1,256 956 4,760

34,954 4,000,000

13,675 1,818,775

48,629 5,818,775

国庫支出金

6,200 5,818

2,130
9,054 5,220

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事業名 農水産物輸送コスト負担軽減事業 作成者名 小　島　重　喜

課　名 産業振興課 小島　重喜 予
算
科
目

総務費

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）
　 地理的不利性を解消し、農水産業の活性化
を図るため農水産物の県内輸送に対して、与那
国漁協組合及び農業生産法人に空路と陸路の
差額分の輸送費を補助する。

　輸送補助を行うことにより、農漁業者の出荷量の拡大
や価格競争の向上により漁家の所得向上を図る。

施策名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事項名 畜産業の振興 農林水産振興費

事
業
の
成
果

　農水産物輸送補助を行うことにより、農漁業者の漁獲量及び生産量の拡大や価格競争力の向
上により農家及び漁家の所得向上が図られた。

予算執行
状況

予算額 決算額
県支出金 地方債 その他 一般財源

4,655 1,163

2,749
1,320 2,730 1,905

輸送品目
基準額
（円）

年間出荷量（㎏）
８月

828
６月 ７月

7,734 2,490 844

2,958

５月

年間出荷量（㎏）
１２月 １月 ２月 ３月

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

決 算 額 の 財 源 内 訳

3,474 6,090 3,392 0

合　計 補助額

3,224 4,460 2,592 0
250 1,630 800 0

報告書 - 3



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

○令和２年度さとうきび自然被害対策事業採病苗ほ設置負担金

　・総事業費　　　　　9,600千円　　　　　　

　・国　費　5,925千円　（セーフティーネット事業：糖振協）

　・与那国町（支援負担金）　　3,782千円（決算額）　　

　・実施期間：令和2年11月2日～令和3年3月31日　

　・設置面積：600アール

　・実施主体：与那国町さとうきび生産振興対策室（管理者６人）

3,782

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,782 3,782

事
業
の
成
果

　本事業による採苗ほの設置により夏植え優良種苗を生産農家へ無償で提供し、生産農家の経営安定
に寄与した。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

セーフティ事業及び町の負担により優良種苗の
増殖並びに更新を図るため、採苗圃を設置す
る。

優良種苗を生産農家に提供することにより、さとうきび
の増産を図り、生産農家の経営安定に寄与する。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 さとうきび自然被害対策事業 作成者名 祖納　盛三

報告書 - 4



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

給付対象者２名

　一人当り年間１５０万円

１，５００，０００円　×　２名　　

昨年からの継続者。現在肉用牛繁殖を行っている。

就農時の年齢が４５歳未満で、農業経営者とな
ることに強い意欲を有している者。

不安定な就農初期段階の青年就農者に対して給付
金を給付し、農業での自立を支援する。

事
業
の
成
果

新規就農に係る経費等に充てられるため、意欲ある農業者の経営支援に繋がっている。２名とも繁殖牛
の育成に意欲的に取り組んでいる。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,000 3,0003,000

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 産業振興費

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農業次世代人材投資事業 作成者名 仲宗根　英人

報告書 - 5



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

　　担当者会議等出席旅費
　　事務用消耗品購入費
　　さとうきびの日広告
　　製糖工場災害共済保険料
　　製糖工場改修負担金
　　さとうきび対策室負担金

主たる事業概要

　・指定管理協定書に基づき製糖工場の上水道整備（HACCP）
　・さとうきび増産のため設置された対策室への負担金助成
　・さとうきびの日広告の掲載
　・今年度はコロナ禍のためさとうきびの日関連行事は中止

6,425

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

7,633 6,425

事
業
の
成
果

　当事業の活用により、農家の意欲増進に役立ちさとうきび増産につなげられた。

保 険 料

科 目
旅 費

合 計

消 耗 品 費
広 告 料

負 担 金

説　　　　　明

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

128,100
14,660
11,000

859,794

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　本町の基幹作物であるさとうきびの永続的な
生産を図るため、各種活動を通して、増産体制
を構築することを目的とする。

　農家所得のアップを目指し、さとうきび対策室への支
援、各種行事を開催する。

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

2,236,674
3,174,000
6,424,228

決算額

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 さとうきび増産対策事業 作成者名 祖納　盛三

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

報告書 - 6



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

　○助成の対象・・・スクミノン購入に係る費用の助成（2,888円／袋）
　○助成の対象面積・・・709アール
　○助成の数量・・・142袋
　○助成の金額・・・142袋×2,888円＝410,096円
　○対象農家件数　3件

411

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,000 411

事
業
の
成
果

　本事業の実施により、水稲農家による一斉防除が図られ、単収の向上に寄与した。

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

　近年、水稲生産において、スクミリンゴガイの被
害が拡大している。今後、水田農業における担
い手の育成及び水田農業の振興を目的として、
水稲生産農家を対象に農薬購入助成を行う。

　水稲生産農家、担い手の確保を図り、病害虫被害を
抑え、農家所得の向上及び水田農業の振興を図る。

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 病害虫及び外来生物等駆除事業 作成者名 祖納　盛三

報告書 - 7



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

　　夏植え設置面積　60a 　　夏植え設置委託費 　960,000円

101

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,008 961 860

事
業
の
成
果

　本事業の実施により、優良種苗の安定確保が図られ、計画的な増植及び新規奨励品種の早期普
及に寄与した。

種苗管理センター沖縄農場（東村） 久部良港着

設置完了 植え付け

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　本町の基幹作物であるさとうきびの永続的
な生産を図るため、原種圃を設置して、優良
種苗の確保を目的とする。

　種苗管理センターより原種苗を受け取り、植え付け設
置、優良種苗の安定確保を図る。設置は与那国町さと
うきび生産振興対策室へ委託する

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 さとうきび優良種苗安定確保事業 作成者名 祖納　盛三
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 8

目 番号 1

●与那国町農林水産業新規就業者用定住型住宅確保事業（祖納地区）繰越
事業主体 与那国町
事業年度 令和１年度（繰越）　令和３年２月完了
事業費 ￥104,196千円　（国：83,356千円、町：220,840千円）
施設概要 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　平屋建　１棟　3戸
延床面積 １９６．２０㎡（約５９坪）

監理業務 株式会社　都市建築設計
\2,937,000円
令和2年7月6日～令和3年2月22日

新築工事 有限会社　與那覇工務店
（建築） \82,863,000円

令和2年6月18日～令和3年2月22日

新築工事 有限会社　大宜見組
（電気・機械） \21,333,4000円

令和2年7月1日～令和3年2月22日

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

農林水産業新規就業者用定住型住宅確保事業（祖納地区）

意図（どういう状態にしたいのか）対象（誰を、何を）

事
業
の
成
果

　本施設が整備されたことで、Uターン、Iターンの受け入れ体制が整い農業従事者の維持確保
に繋げることが出来た。

小　島　重　喜

沖縄離島活性化推進事業費

沖縄離島活性化推進事業費

総務費課 名 予
算
科
目

施 策 名

事 項 名

小島　重喜産業振興課 課長名

いきいきと働けるまち
畜産業の振興

事 業 名 作成者名

110,260 104,196

決 算 額 の 財 源 内 訳

83,356

一般財源

20,840

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

　本町には中学校までしか無く、一定の若年人
口の島外への流出は避けられないため、Uター
ン、Iターンの受入れに取り組むことで人口減少
に歯止めをかけ、島の活力を維持するとともに
農業の振興に取り組むことにより、移住、定住の
促進を図り、持続的な島の発展を目指す。

　本施設を整備したことにより、新規就業者の受け入
れ体制が整い農業従事者に維持確保に繋げると共に
移住・定住の促進を図る。

事
業
の
目
的

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

決算額予算額予算執行
状況

報告書 - 9



単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

1,684

個別農家・法人と事務局が集落協定を締結。 耕作放棄地の防止及び多面的機能の活動推進。

事
業
の
成
果

離島の農業不利性の解消に役立っており、交付金の使途は参加者の同意で執行できるため多様な活
動に繋がっている。令和２年度から第５期が開始され、個人配分を行っている。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

6,737 3,368 1,68414,893

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 産業振興費

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 中山間地域等直接支払事業 作成者名 仲宗根　英人

第５期からは、大半を個人配

分している。

農道・水路清掃や景観作物の

作付け等の実施なども併せて

実施する。
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 3

・出し手の掘り起こし
・借受予定農用地等の位置、権利関係等の確認
・貸付希望者、借受希望者との交渉
・貸付農地の利用状況調査の作成、現地確認
・農地所有者へ機構を通した貸付の推奨
・農業者へ機構を通した借受の推奨

実施状況
・農地等の貸付（出し手）希望実績　　2名　　20，000㎡
・農地等の借受（受け手）希望実績　　2名　　20，000㎡

・機構への貸付実績（出し手⇒機構）　　2名　　15，882㎡
・機構から転貸実績（機構⇒受け手）　　2名　　15，882㎡

13

・農地所有者
・耕作者

農地所有者、耕作者との農地の賃借・売買の交
渉、トラブル発生防止、農地の活用（集積・集約
化）を推進する。

事
業
の
成
果

本事業により、農地所有者と農業者への借受、・貸付がスムーズに行うことができた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

26 13250

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農業振興費

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農地中間管理事業 作成者名 平良　利恵
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 1

☆　農業委員の資質向上を目的として研修等の参加
★　職員の資質向上を目的として研修等の参加
☆　不在村地主の意向確認と農地中間管理機構活用への促進

参加活動事例
・　農業委員・農地利用最適化推進委員研修会
・　農業委員会事務職員研修会

・　女性協議会研修会
・　女性委員交流会

15

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

915 311 296

事
業
の
成
果

本事業実績により、農地制度の研修会等への参加等を通して他市町村の持つ活動情報に触れ、委員
の業務理解を深め意欲向上が図られた。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

農業委員及び事務局員を設置することにより、
農地法の適正実施を行う。

農業委員会の業務の合理化・透明性を図り、適正か
つ迅速な処理を行う体制を整備することにより問題の
早期解決に寄与する。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 産業の振興 農業委員会費

課 名 産業振興課 課長名 小島　重喜 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 機構集積支援事業 作成者名 新嵩 弘樹
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 2

目 番号 2

事業概要
遊歩道の伐採整備・・・10,332㎡
遊歩道（一部）の路面整備・・・240ｍ

事業費の内訳
説　　　　　明

伐採等委託（前黒島　勇市）

遊歩道路面整備（富工業）

事
業
の
成
果

当事業の実施により、環境の整備が図られた。次年度以降も継続して実施の予定。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

4,758 3,684

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,684

実施前（人面岩入口付近） 実施後（人面岩入口付近）

委託料

工事請負費

合計

3,909,000

4,757,578 3,683,900

2,847,900

科目 予算額

848,578 836,000

決算額

小島　重喜 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

当該地域内の遊歩道の伐採、路盤整備等
当該地域内における遊歩道を整備することにより人面
岩等の観光資源化、住民の利用促進を図る。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 宇良部環境防災林整備事業 作成者名 祖納　盛三

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 林業費

事 項 名 農業の振興 林業振興費

課 名 産業振興課 課長名
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

令和元年度　農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）

１．事業概要

　令和元年度補助事業費 131,000千円

（内 交付金 115,280千円　市町村負担金 15,720千円）
内 令和元年度実績分 千円

令和2年度実績分 千円
３．令和元年度の工事内容
　①立田神地区貯水池改修工事 撤去工 ･･･ 一式

擁壁設置工 ･･･ Ｌ ＝ 約60m
４．令和元年度事業の主な実績

千円
千円
千円

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

133,439

　③立田神地区貯水池改修工事現場技術業務 1,878

131,000 115,280 15,720

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

事
業
の
成
果

　既設貯水池の改修工事を実施した。
　撤去工及び擁壁設置工の一部が完了している。
　引き続き、擁壁と底版設置工事を実施して事業の推進を図る。
　農業用水施設の整備により、立田神地区における農業生産の向上が期待出来る。

9,276

　①立田神地区貯水池改修調査設計委託業務 9,276
　②立田神地区貯水池改修工事 119,900

121,724

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

２．事業費説明

　本地区の貯水池は、昭和51年に団体営畑地かんがい事業によって貯水池が建設されてお
り、平成18年に改修工事が行われている。
　平成18年の改修工事によってⅢ型施設が建設され、地区内の用水が手当されている。し
かしその後底板、側壁から漏水が発生し、現在はほとんど水が溜まらない状況である。
　よって、十分な用水手当がなされていないため、農業生産が不安定であり、農業振興の妨
げになっている。
　これらの事から、本事業において貯水池を改修することにより、安定的な農業経営を目指
し、農業生産の向上を図るものとする。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　農家及び農業生産者。
　既設貯水池の改修工事を実施し、農業生産基盤の
整備を行う事により、生産性の高い農業の実現、活力
ある農村社会の形成を図る。

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農業水路等長寿命化・防災減災事業（立田神地区）（繰越） 作成者名 入池原正宗
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

農山漁村活性化対策整備事業（比川田原地区）

１．事業概要

２．事業費説明
   令和元年度補助事業費 171,033千円

（内 交付金　162,918千円　市町村負担金　8,115千円）
内 令和元年度実績分 千円

令和2年度実績分 千円

３．令和元年度の工事内容
　①比川田原地区ほ場整備工事 ･･･ 一式

４．令和元年度事業の主な実績
千円
千円
千円
千円

8,115

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

201,495 171,033 162,918

9,951
　④比川田原地区換地業務 19,246

事
業
の
成
果

　農業生産基盤の整備工事を実施した。
　地区内ほ場の一時利用地指定は全て完了し、全ほ場にて耕作が可能となった。
　これにより当地区の営農推進を図る事が出来た。
　区画整理、排水施設等の整備により、営農効率の向上が期待出来る。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

　本地区は、平成６年度にて5.0haが区画整備された地区で、比川集落に隣接し景観的にも
重要な場所にある。しかし、与那国嵩を流域とする傾斜地からの雨水等が下流域のほ場に
大雨のたびに集中し、農作物等が冠水被害を受けており、また、近年の宅地造成等や環境の
変化でさらに被害が拡大している状況である。基盤整備事業により、下流排水路は整備済
みであるが、この地区内については、未整備であるため、区画整理と排水路施設をこの事業
で導入し、排水不良田の解消を図り、安全で安心した営農が出来る環境の創出とさらなる
農作物生産性の向上と地域農業の安定を図る。

165,819
5,214

　③比川田原地区ほ場整備工事現場技術業務

排水路工、舗装工、法面工　等

　①比川田原地区ほ場整備工事 147,352
　②比川田原地区ほ場整備工事起工設計委託業務 432

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　農家及び農業生産者。
　区画整理工事を実施し、農業生産基盤の整備を行う
事により、生産性の高い農業の実現、活力ある農村社
会の形成を図る。

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農山漁村活性化対策整備事業（比川田原地区）（繰越） 作成者名 入池原正宗
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

　令和２年度　南帆安地区土地改良事業

１．事業の概要

　①事業内容 区画整理

　②市町村負担金 5,380千円（事業費の8.5％）

ほ場整備工事 ・・・ 一式

　④施工状況写真（元年度繰越工事　状況写真）

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,381 5,380 5,380

意図（どういう状態にしたいのか）

　農家及び農業生産者。
　区画整理工事を実施して、農業生産基盤の整備を
行う。農業の機械化等を推進する事により、効率的で
生産性の高い営農を実現させる。

事
業
の
成
果

　県営土地改良事業において、南帆安地区の農業生産基盤整備が行われ、生産性の高い農業の実
現、活力ある農村社会の形成が推進された。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

　③令和２年度実施内容

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 南帆安地区土地改良事業 作成者名 入池原正宗
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単位：千円

款 番号 11

項 番号 1

目 番号 1

農林水産施設災害復旧事業（宇良部・貢馬地区）

１．事業概要

宇良部地区　補助事業費 千円

貢馬地区　補助事業費 千円

３．災害復旧工事内容

　①令和元年度　宇良部・貢馬地区大雨災害復旧工事（繰越） 千円

宇良部地区 法面工、擁壁工、道路工　等 ･･･ 　一式
貢馬地区 擁壁復旧工、水路復旧工　等 ･･･ 　一式

　令和元年５月13日の豪雨により、与那国島内の農業用施設の災害が発生した。
　宇良部地区においては、雨水などが切土羽法面及び、舗装路盤内部に浸透したため、農道
舗装版の洗掘や切土法面の崩壊が生じた。
　貢馬地区においては、冠水が発生し、表流水の影響でほ場間の石積み擁壁の崩壊及び、
耕作道の砂利舗装が洗掘を受けた。
　当事業において、復旧工事を実施する事により、農業生産の維持と農業経営の安定を図
る。

県支出金 地方債 その他 一般財源

724
　　　（内 交付金 720千円　市町村負担金 4千円）

7,788

事
業
の
成
果

　大雨による被災を受けた農業用施設の復旧工事を実施した。
　　施設の復旧整備により、各地区における農業生産の維持と農業経営の安定へ寄与する事ができ
た。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金

2943,000 7,055 7,026

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

　農家及び農業生産者。
　降雨、洪水、暴風、地震等異常な天然現象により被
害を受けた農地・農業用施設について、復旧工事を実
施して、農業生産の維持と農業経営の安定を図る。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

２．補助事業費説明

6,331
　　　（内 交付金 6,306千円　市町村負担金 25千円）

災害復旧費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農林水産施設災害復旧費

事 項 名 農業の振興 農林水産施設災害復旧費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 農林水産施設災害復旧事業（宇良部・貢馬地区）（繰越） 作成者名 入池原正宗
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単位：千円

款 番号 6

項 番号 1

目 番号 5

１．土地利用状況調査
　　7月・12月に1筆毎の対象面積約592haを土地利用状況 ［資料①］
　　調査を実施。（作付作物の確認を含む）

（参照：資料①）
２．土地所有状況調査

（参照：資料②）
得られたアンケート結果の一部は、地図情報システムを
用いて整理を行い、土地所有状況の可視化を図った。
今後の施策に係る参考資料として活用していく。

３．水利状況調査
畑地かんがいを実施している、貢馬第2地区に
おける水利用状況を把握するため水利用量の
調査を実施。与那国町内における農業用水の
利用状況を確認した。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,010 1,705 1,705

意図（どういう状態にしたいのか）

与那国町内の農地及び水利施設等
本町の土地利用状況、土地の所有・権利設定状況の整理、水利状
況調査及び農産物の流通状況、市場動向等の調査を行うことによ
り、本町の営農実態を把握する。

事
業
の
成
果

　本年度は、土地利用や所有者及び耕作者、水利用の状況調査を行った。
　土地利用状況調査は、年２回の調査で農地利用の状況を把握し、所有状況調査では、耕作者の営
農に係る意向を確認した。今後の農業施策に係る基礎調査を実施する事ができた。
　貢馬第２地区における水利用状況調査も含め、農業用水の必要性を改めて確認する事ができた。
　来年度以降も引き続き国営地下ダム事業導入に向けた調査等を実施していく。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

令和元年度に調査した農地情報等（所有者、耕作者、アン
ケート結果）を踏まえ、追加でアンケートを実施した。アン
ケートでは、島内農家における後継者の有無、農地の利用
意向、農業用水の水源及びその需要、今後の農業振興に
係る要望等について確認

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

農林水産費

施 策 名 いきいきと働けるまち 農業費

事 項 名 農業の振興 農地費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 国営土地改良推進事業 作成者名 與那覇　亜理沙

土地利用区分
現況調査

7月
現況調査

12月
差分

田 5.0 3.0 -2.0

畑 49.4 32.9 -16.5

さとうきび 166.6 176.2 9.6

野菜 9.8 12.9 3.2

長命草 7.0 1.7 -5.3

果樹 0.9 1.4 0.5

草地 118.6 117.9 -0.7

土地改良実施中 54.4 54.4 0.0

休耕地 180.5 191.9 11.4

小計 592.1 592.3 0.2

採草放牧地 165.4 165.4 0.0

牧場 109.4 109.4 0.0

農業用施設 2.6 2.6 0.0

山林原野 1,410.5 1,410.5 0.0

原野 0.0 0.0 0.0

空港滑走路 0.6 0.6 0.0

雑種地 5.2 5.2 0.0

最終処分場 0.9 0.9 0.0

天日干施設 0.1 0.1 0.0

池沼 6.0 6.0 0.0

宿舎 0.4 0.4 0.0

保育所 0.6 0.6 0.0

公園 2.4 2.4 0.0

墓地 11.4 11.4 0.0

未設定 517.0 516.8 -0.2

小計 2,232.6 2,232.4 -0.2

合計 2,824.7 2,824.7 0.0

［資料②］
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単位：千円

課長名 款 番号 2
項 番号 6
目 番号 2

事 業 内 容 　漁船貸出、エンジン搭載、装備品導入実施
目 的 　担い手の確保及び既存就業者の支援

事業費内訳
R2年度分 　中古船貸出　　３名　　　装備品導入　　３名

総事業費 交付対象事業費 交付金額

33,627 24,456 19,564

国庫支出金

32,000 24,455

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）
近年漁業従事者の高齢化が進むとともに、過疎化も進んでいる
ことから、島内外から次世代の担い手を積極的に育成することが
極めて重要である。また、船舶等の老朽化に伴う資機材の更新
に大きな負担があるため、新たな雇用の場を求めて島外に人口
流出する可能性があり、現状を打開するため、与那国町の漁業
従事者団体に補助を行い、漁業者に漁業設備の貸出をすること
で漁業経営の安定化を図る。

与那国町の漁業現状を打開するため、与那国
町の漁業従事者団体に漁業設備の購入費に
対する補助を行う。漁業従事者団体は漁業者に
漁業設備の貸出をすることで漁業経営の安定
化を図るための支援を実施する。

事
業
の
目
的

総務費
施策名 いきいきと働けるまち 沖縄特別推進交付金

事項名 水産業の振興 農林水産振興費

課　名 産業振興課 小島　重喜 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事業名 与那国町漁業担い手育成プラン実施事業 作成者名 小　島　重　喜

予算執行
状況

予算額 決算額
県支出金 地方債

決 算 額 の 財 源 内 訳

一般財源

19,564 4,891

その他

事
業
の
成
果

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

対象外経費

9,171

　漁業者増加による人口減少の抑制効果、国境警備を含む漁業の活性化・水産振興、及び生産
性が高く経営が安定した漁業の成立による与那国町産業全体への波及効果与那国町漁業協
同組合員数を現在の32人から、10年後に40人にすることを目標とする。

市町村費

4,892

単費支援分（10%）

3,112

事業スキーム

漁業者

（新規・既存）

漁業協同組合

協議会（審査）

与那国町

漁業協同組合

漁業者

（新規・既存）

漁業協同組合

協議会

与那国町

漁業協同組合

貸
出

申請書類等の確認

申請内容の審査

必要漁業設備の8

割を補助

漁業設備類等を漁業組

合が購入し、漁業従事

者に貸出を行う。貸出の

際、相手方に計画書等

を提出の義務づける。

漁業設備を借用し、操

業報告書等作成

目的外使用になってないか

等、成果の確認

申

請

申

請

採

用

補

助 承認

報告書等

提出

報告書等

提出

報告書等

提出
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単位：千円

課長名 款 番号 6
項 番号 3
目 番号 2

  （浮魚礁製作設置作業） （浮魚礁製作設置作業終了）

NO 取組内容
1 担当者の報酬

2 交付事務委託料

4 浮魚礁の設置

5 流通体制の改善

7 体験漁業

8 お魚フェアー

販路拡大（先進地視察） 販路拡大（先進地視察）

国庫支出金

4,500 4,452

課　名 産業振興課 小島　重喜 予
算
科
目

農林水産費
施策名 いきいきと働けるまち 水産業費
事項名 水産業の振興 水産振興費

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事業名 離島漁業再生支援交付金事業 作成者名 小　島　重　喜

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）
事
業
の
目
的

 漁場の保全及び合理的利用・新漁法など含め、集落
活動促進計画に基づいた事業の達成。

 漁業の基盤となる漁場の保全や利用に関する
集落での話し合いを通じて集落機能を再編し、
漁場の合理的な利用や新技術・漁法の導入等
取り組める環境を整えるとともに漁場環境の保
全活動を持続的に実施する必要がある。

予算執行
状況

予算額 決算額
県支出金 地方債

決 算 額 の 財 源 内 訳

その他 一般財源

3,539 913

　与那国町離島漁業集落活動促進計画に基づき、漁場の生産力の向上に関する事項及び集落
の創意工夫を生かした取組ができた。

  （体験漁業終了）       （体験漁業）
6 高付加価格化

(商品開発)

9

事
業
の
成
果

販路拡大

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

3 話し合い・備
品経費
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単位：千円

課長名 款 番号 6
項 番号 3
目 番号 2

●業務概要

【対象施設】
　１）汚水処理施設　鉄筋コンクリート造　平屋建　94.24㎡
　２）浄化槽（ニイミ型）　一式
　３）管路延長　Ｌ＝3.72km
　４）中継ポンプ　1箇所

【業務内容】
　１）機能診断調査 ３）機能保全対策工法の検討
　　①事前調査 　　①劣化進行の予測
　　②現地調査 　　②機能保全対策工法の選定

　　③実施シナリオの作成

　２）機能診断評価 ４）機能保全コストの算定
　　①劣化原因の推定
　　②性能指標値・健全度の判定 ５）計画の作成
　　③対象施設のグルーピング 　　①施設別機能保全計画の作成

　　②最適整備構想の作成

国庫支出金

8,000 5,720

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

決 算 額 の 財 源 内 訳

1,001

事
業
の
成
果

　漁業集落排水施設機能保全計画を策定したことにより、今後、施設の適正な維持管理に繋げ
ることが出来る。

予算執行
状況

予算額 決算額
県支出金 地方債 その他 一般財源

4,719

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）
　久部良地区漁業集落排水施設の機能診断及
び最適整備構想計画を策定する。

　施設の延命化と維持管理や改築に要する費用の長期
的な管理経費の抑制を図るための計画の策定を行う。

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事業名 漁業集落環境整備事業 作成者名 小　島　重　喜

課　名 産業振興課 小島　重喜 予
算
科
目

農林水産費
施策名 その他：その他 水産業費
事項名 水産業の振興 水産業振興費
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【　与那国町食生活改善推進員連絡協議会　】

・　令和２年度の活動計画の話し合い

・　今後の活動について
（与那国町食生活改善推進協議会の解散と新たな食育ボランティアグループの立ち上げについて）

【　おやこ料理教室テキストを使用したおやつ指導】

・新型コロナウィルス感染症対策として調理実習の教室は行わず、

乳幼児健診の機会を利用してテキストを配布しながら

適切なおやつについての指導を行った。　保護者：２５名

【　福祉と健康づくりの集い　】

・　新型コロナウィルス感染予防のため中止

【　１５の春食育教室　】

・　中学３年生を対象とした食育教室を実施　　参加者：生徒11名、保護者8名、教員5名

久部良中学校　１１月２９日　参加者：生徒９名　保護者６名　教員２名
与那国中学校　１２月１９日　参加者：生徒７名　　教員１名
※新型コロナウィルスの流行状況が変わったため、与那国中学校実施分においては
保護者を招かず、教員も数を制限して実施。

146

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

288 181 35

事
業
の
成
果

・新型コロナウィルス感染症の流行により、調理実習を伴う教室の制限や人を集めるイベント（福祉まつ
り）の自粛を行った。感染対策をしながら、できる範囲で実施できた。
・より地域にあった柔軟な食育活動を展開していくため、令和２年度をもって組織を再編する。（与那国
町食生活改善推進協議会を解散し、令和３年度から新たな食育ボランティアグループを立ち上げ、事業
を継続・充実させていく。）

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
食生活改善推進員による活動を通じて地域住民の健
康づくりの推進に努める。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 食生活改善事業 作成者名 原聖子
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

　【　与那国町食育推進計画の推進　】

・平成30年　3月　与那国町食育推進計画の策定

　平成30年4月から推進に取り組んでいる。毎年、食育推進会議を開催し、関係機関・

団体の委員が集まり進捗状況の確認を行っているが、令和２年度は新型コロナウィルス

感染予防のため書面開催した。

　【　ブールシはい　ハイの日事業　】

・農家と子どもたちが交流し、普段から口にしている野菜・お米等がどのように育てられて

　いるかを知り、美味しさを味わうことで農家への感謝の気持ちを育み、食体験を通して

　家庭での地産地消・食育の推進を図る。

６月　　：　パインの収穫体験・家庭へ配布

６月　　：　野菜の贈呈（贈呈式はせず、野菜生産部会会長からの配布のみ）

１０月　　：　おにぎり会（保育所２ヶ所）中止 ※新型コロナウィルス感染予防のため
１１月 　：　おにぎり会（幼稚園３園）中止 ※新型コロナウィルス感染予防のため

352

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

637 352

事
業
の
成
果

JA野菜部会・JA水稲部会・農家さんと子どもたちがふれあい、話を聞くことでどのように育てられている
のか興味を持ち、各家庭でお手伝いをしながら、家庭で共食を促すことを目的とした事業である。
令和２年度は新型コロナウィルス感染症の影響により、実施できたもの、やり方を変えて実施したもの、
中止としたものがあった。
「与那国町食育推進計画」は計画期間平成30年度（2018年）～平成34年度（2022年）

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全町民

身体活動と食事のバランス、食品の安心安全の確保・
共食の推進・食文化・地産地消の推進で、町民ひとり
ひとりが美味しく、楽しい食生活を送りながら健康長
寿を目指す。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 食育推進事業 作成者名 原聖子

報告書 - 23



単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

○　各種予防接種（延べ接種者数）

【乳幼児定期予防接種】 【高齢者予防接種】

・　小児用肺炎球菌　・・・・・　５８名 ・　高齢者インフルエンザ　・・・・・　２１１名

・　ヒブワクチン　・・・・・　６３名 ・　高齢者肺炎球菌　・・・・・　３８名

・　ＭＲ　・・・・・　３７名

・　四種混合　・・・・・　５７名　

・　ＢＣＧ　・・・・・　１１名

・　ＤＴ　・・・・・　１６名

・　日本脳炎　・・・・・　９６名

・　水痘　・・・・・　３４名　

・　Ｂ型肝炎　・・・・・　３６名

・　子宮頸がんワクチン　・・・・・　０名

・　ロタウイルス・・・・・１６名

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

4,008

定期予防接種対象者
伝染のおそれのある疾病の発生及び蔓延を予防す
る。
予防接種を実施し公衆衛生の向上を図る。

事
業
の
成
果

伝染病の予防や病気から身を守るという観点から、個別通知・電話での勧奨を加え接種向上に努めた。
また、これまでの定期予防接種に、ロタウイルス感染症の予防接種が令和2年10月1日より定期予防接
種に追加となり実施している。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

4,0088,006

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 予防接種事業 作成者名 前浜盛美也

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名
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単位：千円

款 番号 3

項 番号 1

目 番号 1

〇　負担金補助及び交付金　（386千円）
教育委員会と長寿福祉課でライフセーフティネット事業を立ち上げ、地域福祉を
推進していくため、実施しました。

①子育て支援講座「ペアレント・プログラム」（全６回）
　・令和２年10月～令和３年１月　全６回の連続講座
　・ほめるコツを学び、楽しく子育てをする自信をつけることを目的とした子育て支援
　　プログラム
　・対象者：与那国町在住で、３歳～小学校２年生のお子さんをもつ保護者
②与那国島の伝統文化・芸能総合講座（全３回）
　・令和２年７月～８月開催　全３回の連続講座
　　第１回＜踊り、歌、方言＞わらべ歌や日常会話を題材に、特徴や成り立ちを学ぶ
　　第２回＜染物、工芸＞踊りや歌の中に出てくる工芸品を自分で作ってみる
　　第３回＜まとめ＞自分で作った工芸品を使って、踊りや歌を楽しむ
　・与那国島の伝統的な文化、芸能を連続講座で総合的に学ぶことにより、伝統文化を
　　より身近に感じ、興味を持つ機会を提供する。
　　様々な年代の住民が共に学ぶことで、コミュニケーションを図る。

事
業
の
目
的

①子育て支援講座「ペアレント・プログラム」（全６回）
昨年に引き続き、本年度は保育士等の支援者から、実際にサポートを必要としている保護者への支援
を開始。プログラムを進めるうえで、島外からの支援者と、昨年度受講した方が支援者としてｻﾎﾟｰﾄ入
り、実施することができた。
②与那国島の伝統文化・芸能総合講座（全３回）
実施後のアンケート結果から伺えたのは、満足度の高い結果でした。島を知り、人を知り、幅広い年齢
層の方が島に愛着を持って暮らしていける環境は、子ども達の心にも刻まれ島の将来へ繋がると感じ
ています。

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

386

事 項 名 地域福祉の充実 社会福祉総務費

予
算
科
目

事
業
の
成
果

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

120 120

与那国町の住民
（1）子ども・子育てに関すること
（2）高齢者に関すること
（3）障害者に関すること
（4）地域住民の健康福祉に関すること

　日常生活での住民の要望に対して、関係する行政機関が
協働して資源を提供することにより、住民が連携、繋がりを
持ち、自立自助の意識を向上させる。また問題・課題に日頃
から向き合うことで、地域課題の解決に対して自分事として
取り組める地域づくりを推進する。

予算執行
状況

民生費

施 策 名 癒しと安心のまち 社会福祉費

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 ライフセーフティネット事業 作成者名 遠藤ひとみ

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

6,563

へき地保健指導所の保健師の駐在及び保健指
導所の運営

保健医療を受ける機会に恵まれない住民に対する保健指導の強化を図る
ため市町村が実施する事業

事
業
の
成
果

事業により、住民の健康増進及び疾病の予防、健康管理に関する正しい知識の普及など、へき地住民
の健康水準の向上が図られた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

8,932 2,3699,874

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 へき地保健指導事業 作成者名 前大舛　恵

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 へき地保健指導事業 予防費

課 名

世帯数 人員 個別
家庭
訪問

延人 回 延人 延人 回 延人 回 延人

960 1,716 来所 特定保健指導 成人
特定健診

（住民健診）
予防接種

129 2 48 9 5 642 25 598

電話 母子 母子 特定保健指導
子宮頸がん

検診

102 9 43 5 2 38 2 139

健診結果

説明会 高齢者 乳幼児相談 乳がん検診

6 135 17 8 49 2 146

精神 乳幼児健診 精神巡回診療

7 3 65 3 24

就学前歯科検診

2 102

妊婦歯科

保健指導

3 8

960 1,716 231 17 226 38 23 904 32 907

保健指導対象 所内保健指導 所外保健指導
医療及び健診に

伴う補助活動
集団 集団
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【　どぅなん健康づくり２１推進会議　】

・毎年、どぅなん健康づくり２１推進会議を開催し、関係機関・団体の委員が集まり進捗状況の

確認を行っているが、令和２年度は新型コロナウィルス感染予防のため書面開催した。

【　チャレンジデー　】

・　笹川スポーツ財団が主催、実施しているチャレンジデー

・　令和２年度は新型コロナウィルス感染症の影響により中止

≪　毎年5月の最終水曜日に人口規模がほぼ同じ自治体が身体活動・運動を実施（午前

０時から午後９時までの間の１５分間以上）し、住民の参加率（％）を競うスポーツイベント≫

与那国町も２８年度から参加し、４回参加実績

105

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

538 105

事
業
の
成
果

毎年５月の最終水曜日に実施しているチャレンジデーにおいて、町民は意識してきており参加者数も増
えてきているが、１日だけの運動で終わってしまい、毎日の運動へはつながっていない。今年度は中止で
あったが次年度以降の参加方法については未定。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
「どぅなん健康づくり２１」第２次に基づき、関係機関・
団体等と地域住民が一体となり、総合的な健康づく
り・意識向上の推進に努める。

・どぅなん健康づくり２１（第２次）計画期間平成２５年度（２０１３）～平成３４年度（令和４年・２０２２）

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 健康づくり推進事業 作成者名 原聖子
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【　結核・肺がん検診　】
・　受診者数　　：　３４６名　

457

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

562 457

事
業
の
成
果

結核の発生及び蔓延予防への関心を高め、早期発見・早期治療へつなげるため、基本健診と実施する
ことで受診率の向上が図られた。

早期発見・早期治療へつなげるため、基本健診と同時受診で行うことで、
受診率向上を目指し、検診への関心を高め次年度への検診へつなげる。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
基本健診（がん検診）と同時受診で、早期発見・
早期治療につなげる。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 結核検診事業 作成者名 原聖子
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【　集団健康教育　】

・　福祉と健康づくりの集い

新型コロナウィルス感染症予防のため中止

     

【　健康相談　】

・　住民健診会場での保健指導・・・　９１名　　（　再掲　４０～６４歳　：　４１人　）

【　健康診査　】　（県補助金対象　＊一部）

・　国　　　　　  保　：　２６５名

・　後　　　　　  期　：　６９名

・　生　　　　　  保　：　６名

・　社保職域共済　 ：　６３名

731

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,372 857 126

事
業
の
成
果

健康管理に関する正しい知識の普及・町民の健康保持増進・生活習慣病予防・早期発見・早期治療へ
の普及・啓発。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
健康相談・健康診査・訪問指導等の事業を実施し、健
康づくりと生活習慣予防、早期発見等で町民の健康
保持。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 健康増進対策事業 作成者名 原聖子
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

【　胃がん検診　】

・　受診者数　：　１２７名

・　要精検者数　：　７名

・　要観察者数　：　３８名

【　大腸がん検診　】

・　受診者数　：　１７８名

・　要精検者数　：　１９名

・　要指導者数　：　２８名

【　結核・肺がん検診　】

・　受診者数　：　３４６名

・　要精検者数　：　３２名

・　要観察者数　：　７５名

【　子宮頸がん検診　】

・　受診者数　：　１３９名

・　要精密検査者数　：　１名

・　経過観察者数　：　0名

【　乳がん検診　】

・　受診者数　：　１４６名

・　要精密検査対象者数　：　８名

・　経過観察者数　：　１名

4,307

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,577 4,307

事
業
の
成
果

がん検診実施で、予防への関心を高め、早期発見・早期治療に繋げられることの周知、大腸がん・肺が
ん検診は基本健康診査と実施、婦人科健診では子宮頸がん検診・乳がん検診と同時検診をすることで
受診率向上を図った。
令和３年度は受診率向上を目指し、胃がん検診も基本健康診査と同時実施する。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
がんの死亡率は増加傾向にある。予防に関する知識
の普及やがん検診受診率を向上させ、早期発見・早
期治療につなげ、がんによる死亡率を低下させる。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 地域医療・社会福祉の充実 予防費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 がん検診事業 作成者名 原聖子
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 1

診療所事業等指定管理運営交付金 千円

診療所医師住宅費負担金 千円

患者輸送車車検料・修繕費 千円

トイレ等改修工事費・委託料 千円 (事故繰越事業）

診療所医療備品整備交付金（ふるさと納税） 千円

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 診療所事業 作成者名 南風原　弘明

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 診療所事業 保健衛生総務費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

12,974

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

医師の安定的な確保を図るため、与那国町
診療所の管理運営を指定管理させ、町民が
健康を保持するために必要な医療を提供す
る。

社団法人地域医療振興協会に与那国町診療所を指
定管理させ、町民が健康を保持するために必要な医
療を提供する。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

34,000

840

93

整備した機器（標準型電動光学台、３５ミリメニスカレンズセット

13,309 34,933

335

事
業
の
成
果

　診療について、平日の午前中と月・木曜日の午後を外来診療日と設定し、月・木曜日以外の午後
は、往診、予防接種、健診等に充てる医療体制である。また、診療を充実させるため、耳鼻科、眼科、
皮膚科、産婦人科の専門診療（月１回）を継続実施している。R２年度の一般外来受診者数は
6,575人。新型コロナウイルス関連で受診者が減少。
ふるさと１億円寄付金を活用して医療器具等の整備を行った。尚、トイレ改修工事が完了。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

48,630 48,242
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 1

■沖縄県離島患者等通院支援事業を活用して実施

患者
がん患者 のべ人数 うち付添人　　　９名 人
小児慢性特定疾患 のべ人数 うち付添人　　　３名 2 人
指定難病 のべ人数 うち付添人　　　０名 5 人
新型コロナウイルス感染 のべ人数 うち付添人　　　０名 7 人
症患者等

＊指定難病とは：国が「難病の患者に対する医療等にかんする法律」に定められる
基準に基づいて医療費助成制度の対象としている難病（パーキンソン病、ALS,突発性

拡張型心筋症等、現在３３３の病名が指定されている。）

＊前年度と比較すると、がん患者（１６０→１６４）２．４％の増
小児慢性特定疾患（３→６）５０％の増
指定難病（２２→８）１７５．５％減

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 離島患者等通院支援助成事業 作成者名 南風原　弘明

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 離島患者等通院支援助成金 保健衛生総務費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

１６４名

　３名

　２２名

　７名

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

指定難病、特定疾患、小児慢性特定疾患、悪
性新生物疾患（がん）、子宮頸がん予防接
種後副反応、特定不妊治療のため、島外に
通院治療している者

難病患者等の通院治療に係る渡航費の一部を助成
することにより経済的負担を軽減し、良質かつ適切な
医療を受ける機会を確保する。

事
業
の
成
果

難病患者等の島外の医療施設への通院に要する経済的負担を軽減し、適切な医療を受けることが
できた。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金

26

地方債 その他 一般財源

3,600 3,409 1,703 1,706
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 6

■沖縄振興特別推進市町村交付金による事業として実施

〇　賃金（4,844千円）

 学童賃金職員２名～３名の賃金のみ、沖縄振興特別推進市町村交付金で賄っている。

〇　需用費　消耗品（112千円）、　燃料費（98千円）、　賄材料費（669千円）

〇　役務費　通信運搬費（16千円）、　保険料（31千円）、　車検料（88千円）

〇　使用料及び賃借料　　会場等借上料（542千円）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町すこやか子育て支援事業 作成者名 南風原　弘明

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 子育て支援事業 福祉増進費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

対象：与那国町立小学校に通う児童、与那
国町立幼稚園に通う園児

子どもにとって安心・安全な居場所を設け、適切な遊
び及び生活の場を提供し、共働き家庭等の子育てを
支援する。

事
業
の
成
果

・幼稚園終了後の午後の一時預かりを運営することにより、共働きの家庭における負担を軽減し、子
ども達が安心して過ごせる居場所として確立出来た。
・保護者より要望の多かった送迎について、幼児送迎車を購入し送迎を実施したことで保護者の負
担軽減が出来た。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

事
業
の
目
的

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

8,717 6,381 3,953 2,428
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 7

■沖縄県離島患者等通院支援事業を活用して実施

総事業費 1,311千円

交付金対象事業分 1,220千円

交付金充当額   976千円

市町村負担金   244千円

交付対象外経費    91千円

航空運賃助成　　　　　　 23名 金額  864千円

宿泊費助成 ４名 金額  356千円

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 少子高齢者医療支援事業 作成者名 南風原　弘明

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 広域的医療体制の維持 医療確保費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

妊産婦健診及び出産等渡航費助成
妊婦の健診から出産までの渡航費を助成することに
より経済的負担の軽減を図り、妊婦が安心して出産を
迎えられることを目的とする。

事
業
の
成
果

妊産婦健診及び出産期において、島外医療機関を利用せざるを得ない妊産婦の心身健康の保持、
出産にかかる経済的不安を解消し、安心して出産できる環境をつくることができる。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

その他 一般財源

1,321 1,311 976 335
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 1

〇　島ネットワーク総合相談　（年/５回）
発達相談、療育相談、保育所や幼稚園、学校における相談及び訪問を行い
事例検討及び関係者会議を実施。必要性があれば、関係者への研修会及び
講話等の実施。

講師：國井　昭男

実施日　：　令和2年5月23日（土）　～　5月24日（日）※コロナのため11月に変更

　　　　　　　   令和2年7月2日（木）　～　7月3日（金）
　　　　　　　   令和2年10月15日（木）　～　10月17日（土）
　　　　　 　　  令和3年1月9日（土）　～　1月10日（日）
　　　　   　　　令和3年3月11日（木）　～　3月13日（土）

・個別相談延べ件数：２３件 施設訪問延べ件数：３１件

448

事
業
の
成
果

近年では発達障害に関わらず、「気になる児」という幅広い範囲で窓口を設置し、早期からの困りごと
や、悩み事に対応できるよう事業を実施している。事業は定着しているが、個別相談や施設訪問の小中
学校のケースをスクールカウンセラーへどう繋げていくのか等、教育委員会との連携方法が課題となっ
ている。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

757 577 85 42

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

対象：妊娠期の親から就学前の児
妊娠期の親から就学前の児までを対象に、健康・心の
発達も含め行政や母子保健推進員で支援し、安心し
て子育てができる環境づくりを実施する。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 子育て支援の充実 保健衛生総務費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 島ネットワーク総合相談事業 作成者名 遠藤ひとみ
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 1

〇　親子健康手帳交付（妊婦面談）

交付件数　：　１８件

与那国町では親子健康手帳は保健師が対面で交付を行い、妊娠期における指導や相談

を実施している。

〇　母子保健推進員活動　（５名）

①すくすくんくてぃ（月/１回　保健センターにて計測）

　〇実施回数：８回　　　〇延べ人数：６０名（乳児：３２名、幼児：２８名）　　

②乳幼児健診：年３回、就学前児歯科検診：年２回（コロナ緊急事態宣言のため回数減）

③母子保健推進員だより　「んくてぃ」の発刊（月/１回）

④定例会（月/１回）

⑤その他、行政への協力（福祉と健康づくりの集い等への協力参加）

〇　乳幼児健診、就学前児歯科検診の開催（年/３回　対象：乳幼児、1.6歳児、3歳児）

受診延べ人数：７０名

乳幼児：２５名　　　1.6歳児：１６名　　　３歳児：２９名　　　　

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
成
果

子育て世代の親子を支えていくため、行政とのパイプ役を担っている母子保健推進員と協力し、健康に
関することから、心のケアを含め母子保健事業を実施している。サービスや資源が少ない島の生活の中
でも、島ならではの子育てを活かし支援を実施いたしました。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大で健診を実施する事に不安等もありましたが、対策に協力して
もらい、感染者を出すことなく実施することができました。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

南風原　弘明 予
算
科
目

一般財源

2,063 1,7051,705

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

対象：妊娠期の親から就学前の児
妊娠期の親から就学前の児までを対象に、健康・心の
発達も含め行政や母子保健推進員で支援し、安心し
て子育てができる環境づくりを実施する。

事
業
の
目
的

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 母子保健事業 作成者名 前浜盛美也

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 子育て支援の充実 保健衛生総務費

課 名 長寿福祉課 課長名
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

〇　需用費　（168千円）　　　
こども医療費受給者証印刷代

〇　使用料及び賃借料　（47千円）
　　国保連合会事務手数料、保健医療機関等事務手数料

〇扶助費　（3,697千円）
　　就学前から中学修了までの通院、入院の医療費自動償還分

・就学前（通院） 436千円 妊産婦検診事業
・就学前（入院） 160千円
・小学校修了（通院） 246千円
・小学校修了（入院） 95千円
・中学校修了（通院） 125千円

〇負担金、補助金及び交付金　（1,870千円）

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

2,169

対象：0歳～中学校卒業までの児
子どもの誰もが必要な医療を適切に受けることがで
き、心身ともに健康な生活を送ることができる環境づく
りを実施していく。

事
業
の
成
果

与那国町では親子健康手帳は保健師が対面で交付を行い、妊娠期における指導や相談を実施してい
る。親子健康手帳交付の適齢周期は、満11週以内とされており、当町の適齢周期での交付率は９３％と
なっております。交付時の面談では、検診費の補助があることを含め、適齢周期での検診の勧奨を促し
ており、当町においてはほぼ、適齢期での検診を実施することができている。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

3,147 9784,928

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 乳幼児医療助成事業 作成者名 前浜盛美也

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 子育て支援の充実 予防費

課 名
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単位：千円

款 番号 4

項 番号 1

目 番号 2

〇　妊産婦検診事業
妊婦検診受診券は、親子健康手帳とセットで交付されています。

【親子健康手帳交付内訳】
●　満11週以内（第3月以内） 12件

●　満12週～19週（第4月～第5月） 6件

●　満20週～27週（第6月～第7月） 0件

●　満28週～分娩まで（第8月～分娩） 0件

●　分娩後 0件

●　不詳 0件

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

1,589

対象：妊産婦
妊娠期の検診を適正周期で検診を受けることができ
るようにする。

事
業
の
成
果

妊婦検診の受診券は、親子健康手帳とセットになっているため、適切な時期での交付と受診に繋がって
いる。親子健康手帳交付の適切な時期は、満11週以内とされており、その時期の交付率は66％となっ
ております。交付時の面談では、検診費の補助があることを含め、適切な時期での検診の勧奨を促して
おり、当町においてはほぼ、適齢期での検診を実施することができております。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

1,5892,000

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 妊産婦検診事業 作成者名 前浜盛　美也

衛生費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健衛生費

事 項 名 子育て支援の充実 予防費

課 名
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単位：千円

款 番号 3

項 番号 1

目 番号 2

・令和２年度の与那国町敬老会（祝賀会）は
新型コロナウイルス感染防止のため中止

・米寿祝対象者　7名

・100歳祝い対象者　1名

・敬老年金　70歳～79歳（5,000円）　152名　　　80歳以上（10,000円）　109名

1,881

敬老の日、本町において住民基本台帳に記載さ
れ、引き続き1年以上定住しており、同日におい
て満70歳以上の高齢者を対象としている。

敬老と長寿を祝福し、併せてその家族の平和を祝福す
ることで、地域全体の幸福と福祉の向上を図る。

事
業
の
成
果

・米寿祝対象者　7名（頌状・祝金3,000円贈呈）
・100歳祝い対象者　1名（頌状・祝金20,000円贈呈）
・敬老年金　70歳～79歳（5,000円）　149名（3名：未申請）　80歳以上（10,000円）　109名

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,106 1,881

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

民生費

施 策 名 癒しと安心のまち 社会福祉費

事 項 名 高齢者福祉の充実 老人福祉費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 敬老会費（敬老事業） 作成者名 砂川　久美
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単位：千円

款 番号 3

項 番号 1

目 番号 1

1ヶ月あたり　20,000 円を助成する。 
ただし、1ヶ月当たりの個人負担施設利用料が 20,000 円を下回るときは助成
しない。

延べ人数 53 人 * 1ヶ月助成額 20,000 円 = 1,060,000 円
（実人数　6人）

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

1,060

特別養護老人ホーム月桃の里に入所し、かつ住民基
本台帳に登録された者で、①介護保険法に基づき介
護保険施設に入所している者（短期入所者は除く）。
②生活保護の受給を受けていない者。 ③住所地特
例でない者。

月桃の里が継続して運営できる施設に充当する
旨のふるさと納税により、特別養護老人ホーム月
桃の里入所促進対策費を助成する。

事
業
の
成
果

平成30年度から開始の事業である。町出身者が生まれ育った地元で過ごしたいという思いや、家族の
経済的負担減にもつながった。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

1,0601,950

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 月桃の里施設入所促進対策事業 作成者名 仲里　美明

民生費

施 策 名 癒しと安心のまち 社会福祉費

事 項 名 高齢者福祉事業 社会福祉総務費

課 名
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 7

授業形態
・ 塾運営受託事象者が島外から講師を派遣し、直接指導。
・ 1人1台タブレットを配布し、家庭での学習をサポート。

学習意欲向上のための取組
・ キャリア教育を実施し、なぜ勉強するのかを考えるきっかけを与えた。

・

塾に対する満足度調査結果

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

受験対策合宿を実施。島外受験生と合同で学習することで意欲を高めた。

「満足」または「やや満足」 「不満」または「やや不満」

教育費

教育総務費

事 項 名 義務教育の充実 学校ICT環境整備費

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内の小学4年生～中学3年生
学力に応じたきめ細やかな指導を充実させ、学習意欲
の向上、基礎学力の定着及び学習習慣の確立を図り、
確かな学力の向上に繋げる。

課 名 教育委員会教育課
施 策 名 癒しと安心のまち

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 家庭学習支援モデル事業 作成者名 小原 優

10,840

課長名 磯部　大輔 予
算
科
目

2,847

事
業
の
成
果

塾に対する満足度調査では、保護者の78%、生徒の90%が「満足」または「やや満足」と回答し、多
くの保護者、生徒が学習塾の効果を実感している結果となった。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

17,840 13,687

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒

保護者 78%

90%
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 4

補助金の流れ・・・学校長（申請）→与教委（決定）→概算払い→大会参加→実績報告

　　　　　（学校長）→確定（与教委）→精算

＊

補助対象経費・・・航空運賃等（実績、県外に関しては1/2を補助）
　　　　　　　　　　　宿泊費（１泊6,000円を限度として補助）

実績報告時に各種領収書、搭乗証明書を添付

2,704,708
石垣市（１４）
事業の概要

合　　計 134 人
沖縄市（３）

17 件

派遣基準・・・与那国町立学校児童生徒派遣費等補助金交付要綱に基づく
学校長が参加する事が妥当と認めた公的機関が主催・協賛又は後援する大会

件

810,083

中学校計 114 人
沖縄市（２）

15 件 2,388,373
石垣市（１３）

久部良中学校 52 人 6 件石垣市（６）

小学校計 20 人
沖縄市（１）

2

事
業
の
成
果

令和２年度は前年度に比べ２２９名の減、大会件数も３０件減になっていますが、大会自体が新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響により、中止になったことで大幅に参加人数が減になった。保護者アンケート
調査ではほとんどの保護者がいい経験ができ他校とのふれあい、向上心が芽生え補助金のおかげで保
護者の負担が軽減できたとの回答がありました。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

与那国中学校 62 人

一般財源

4,000 2,705 2,163 542

沖縄市（２）
9 件 1,578,290

石垣市（７）
事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

派遣数、補助金額等
学校名 派遣数 派遣先（件数） 補助金額（円）

与那国小学校 20 人
沖縄市（１）

2 件 316,335
石垣市（１）

316,335
石垣市（１）

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内の児童生徒の各種大会派遣費（航空運
賃、宿泊費等）を各学校長を通して助成する。

町内の児童生徒の各種大会派遣費（航空運賃、宿泊費等）を支援
することにより、与那国町に住む子供達が持つ多様な能力・才能を
発揮する機会を提供することにより、離島が持つハンディの克服と
保護者負担の軽減を図る。

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 教育諸活動助成事業 作成者名 杉本　正枝

総務費

施 策 名 癒しと安心のまち 沖縄振興特別推進交付金

事 項 名 義務教育の充実 教育振興費

課 名 教育委員会総務課 課長名 村本　浩利 予
算
科
目
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 3

■派遣先
　　　小学校３校、中学校２校へ週１回ずつ派遣を行う。
　　　※令和２年度はコロナウイルス感染症による入国制限の影響を受け、８月から
　　　12月15日着任までの間、ALT不在となった。

月曜日：与那国中学校　　火曜日：久部良小学校　　水曜日：与那国小学校
木曜日：比川小学校　　 　金曜日：久部良中学校

■取組内容
　　【小学校】

３・４年生

　　週に一度の外国語活動において、「聞くこと」「話すこと」を重視した授業を実施。
　　ネイティブの発音によるロールプレイや、教材の作成・展示にもこだわり、英語に

よるコミュニケーションの楽しさを児童に伝えることができた。

５・６年生
ALTは週に１コマの授業に参加し、「英語によるコミュニケーションスキルの素地
を養う」ことを目的に教科書に沿った内容を実施。中学年と同様にロールプレイ、
教材の作成、画像教材を活用した授業補助を行い、英語学習と異文化への興味
を高めることができた。

【中学校】
小学校で学んだ英語を基礎に、実践的な表現力や読解力、コミュニケーション
スキルを育成することができた。
また、English　lunch meetingへの参加や英検の指導等、課外での指導にも積極的に
取り組んだ。

2,868

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

4,357 2,868

事
業
の
成
果

・今年度はコロナウイルス感染症拡大の影響を受け、海外での研修機会が持てない中、ネイティブによる
言語活動に取り組む貴重な機会を児童生徒に提供することができた。
・学童期の早い時期からネイティブの発音や異文化に触れることで、英語によるコミュニケーションの楽し
みや異文化への興味・関心を高めることができた。また、世界に目を向けることで日本や沖縄、与那国の
特色を再確認することにもつながった。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内各小中学校にALTを派遣し、児童生徒の
英語授業にて、担当教諭の補助業務を行う。

児童生徒がネイティブスピーカーを通じて、言語や文化につ
いて理解を深め、コミュニケーション能力と英語力の向上を
図る。
また、郷土や自国文化、異文化の理解と尊重の素地を養う。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

教育費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 教育総務費

事 項 名 義務教育の充実 学習対策費

課 名 教育委員会教育課 課長名 磯部　大輔 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 外国語教育強化事業 作成者名 杉本　夏代
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 7

概要

GIGAスクール構想におけるソフト面の整備。

クラウド型学習用環境を構築した。

Googleアカウントによる「個別最適化された学びの環境」構築
・ クラウド型学習用環境「G Suite for Education」を構築

・ 緊急時、どこからでもどんなデバイスでもクラウドデータにアクセス可能

「G Suite for Education」でできること

・ 課題や宿題の投稿 ・ 課題や宿題の提出

・ 課題や宿題の採点・返却 ・ 共同編集でのグループワーク

・ 教材や資料の共有 ・ 教材や資料の確認

・ 連絡事項の発信 ・ 教師への質問

・ 遠隔授業の実施 ・ 遠隔授業への参加

ICT研修の実施
新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、ICT研修を急遽3回追加実施。

「G Suite for Education」及び「Chromebook」の操作研修を全教員に行った。

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 学校ICT教育環境整備事業 作成者名 小原 優

事 項 名 義務教育の充実 学校ICT環境整備費

課 名 教育委員会教育課 課長名 磯部　大輔 予
算
科
目

教育費

施 策 名 癒しと安心のまち 教育総務費

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

事
業
の
成
果

令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、緊急時においても学びを保障できる環境の
早期実現に注力した。
クラウド環境の整備は7月に完了。教職員への研修も年3回実施し、活用が活発な教員においては、
ほぼ毎日ICT機器を活用している。授業への活用は個々の教員の能力によるところが大きいため、次
年度以降も継続的に支援し、教職員全体のICTを活用した指導能力の底上げが必要である。

町内の児童生徒

Soceiety 5.0に向け多様な子供たちを誰一人取り残
すことのない、公正に個別最適化された学びの環境を
整備。
また、緊急時においても、ICTの活用により全ての子供
たちの学びを保障できる環境を早急に実現。

事
業
の
目
的

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

11,996

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

13,822 11,996

教師 ができること 児童生徒 ができること
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 7

概要
GIGAスクール構想におけるハード面の整備。

学校ネットワーク環境を整備した。

整備内容

本事業は校内と校外の2つの整備に分かれる。

① 学習用（児童生徒・職員）ネットワークエリア拡大

② インターネット回線接続方式の変更

回線イメージ図
整備前 整備後

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 学校教育用無線LAN整備事業 作成者名 小原 優

施 策 名 癒しと安心のまち 教育総務費

事 項 名 義務教育の充実 学校ICT環境整備費

予
算
科
目

教育費課 名 教育委員会教育課 課長名 磯部　大輔

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内5校の校内ネットワーク（以下、NW）
・より自由に授業に活用できるように無線LAN接続エ
リアの拡大
・1人1台端末の負荷に耐えられる回線整備

県支出金 地方債 その他

普通教室以外でもICTを使った授業ができるように、特別教室の一部、体育館に
Wi-Fi整備。

各校の回線を1校集約型から、各校直接接続方式に変更。

1校に回線が集中し、速度が
遅く不安定

各校が直接インターネットへ接続するこ
とで、回線速度の向上&安定化

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

一般財源

27,323 26,323 11,726 1,090 13,507

事
業
の
成
果

整備前、実測で約5Mbpsだったが、整備後は約200Mbpsに向上。
安定したWi-Fi環境が稼働している。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 7

概要
GIGAスクール構想におけるハード面の整備。

児童生徒が使用する端末、学校のICT機器を整備した。

1人1台端末の早期整備

学校からの遠隔学習機能の強化

事 項 名 義務教育の充実 学校ICT環境整備費

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 公立学校情報機器整備事業 作成者名 小原 優

磯部　大輔 予
算
科
目

教育費課 名 教育委員会教育課 課長名

癒しと安心のまち 教育総務費

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

施 策 名

事
業
の
目
的

一般財源

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

Soceiety 5.0に向け多様な子供たちを誰一人取り残
すことのない、公正に個別最適化された学びの環境を
整備。
また、緊急時においても、ICTの活用により全ての子供
たちの学びを保障できる環境を早急に実現。

町内の児童生徒

本来では令和5年度までに学習用端末の段階的な整備を計画していたが、新型コロ
ナウイルス感染症の影響を受け、全学年に1人1台前倒し整備を実施。

家庭への持ち帰りを考慮し、クラウド上どこからでもアクセスできる「G Suite for
Education」と親和性が高い、Chromebookを全児童生徒及び授業担当教員分整
備。

臨時休業等の緊急時に学校と児童生徒がやりとりを円滑に行うため、学校側が使用
するマイク・スピーカーを整備。

決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

2,519

事
業
の
成
果

年度末に整備完了したため、本格運用は新学期からとなる。令和2年度はハード・ソフトの大規模整
備を実施した。
令和3年度では、学校現場での活用を促進するため、人材支援を中心に実施を計画。
　・教育委員会主催のICT研修 3回
　・学校現場へのICT支援

予算執
行状況

予算額 決算額

8,500 7,853 5,334
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 3

【与那国中学校】
　　　・英語検定　３回実施：延べ受検者数　43名　　　合格率　37.2％
　　　・漢字検定　３回実施：延べ受検者数　33名　　　合格率　27.3％
　　　・数学検定　２回実施：延べ受検者数　17名　　　合格率　47.1％

（一次のみ、二次のみ合格含め70.6％）

【久部良中学校】
　　　・英語検定　３回実施：延べ受検者数　31名　　　合格率　34.8％
　　　・漢字検定　３回実施：延べ受検者数　19名　　　合格率　26.3％
　　　・数学検定　３回実施：延べ受検者数　18名　　　合格率　27.8％

（一次のみ、二次のみ合格含め55.6％）
【与那国小学校】
　　　・英語検定　１回実施：延べ受検者数　11名　　　合格率　27.3％
　　　・漢字検定　１回実施：延べ受検者数　74名　　　合格率　95.9％
　　　・算数検定　１回実施：延べ受検者数　74名　　　合格率　85.1％

【久部良小学校】
　　　・ ・漢字検定　１回実施：延べ受検者数　 46名　　　合格率　78.3％

・算数検定　１回実施：延べ受検者数　 44名　　　合格率　77.8％

【比川小学校】
　 ・英語検定　１回実施：延べ受検者数　３名　　　　合格率　100％

・漢字検定　１回実施：延べ受検者数　10名　 　　合格率　 90％

531

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,337 885 354

事
業
の
成
果

【短期成果】
・各中学校において、合格率が前年度に比べ上昇している。
また、在籍学年より上級認定の級取得に取り組んでいる生徒が多くみられ、受検機会が拡充されることで上級取得に向けた意欲向上を図るこ
とができたと考えらえる。
・小学校においては、１年間の学習成果を検定で図る取り組みを行っているため、合格率が70％後半から100％と高い傾向にみられた。
【中長期的な成果】
・検定受検による目標級の取得や、点数の高まりを経験することで学習に対する意欲の向上とともに自己肯定感の向上につながったと考えられ
る。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町内児童生徒で検定の受検を希望するものを
対象に、英語・数学（算数）・漢字検定の受検料
を全額補助をする。

児童生徒の受検機会拡充及び自主学習習慣の定着と学力
向上を目指す。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

教育費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 教育総務費

事 項 名 島の未来を担う地域・人づくりの推進 学習対策費

課 名 教育委員会教育課 課長名 磯部　大輔 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町立学校各種検定受検料補助事業 作成者名 杉本　夏代
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 6

目 番号 2

※在学数は令和２年３月31日現在。

🔶🔶学校給食の申請（学校長）⇒審査、交付決定・通知（与那国町長）⇒補助金の請求

（学校長）⇒補助金の交付（与那国町長）⇒給食費の支払い

（学校長から給食センター事務担当者)⇒沖縄県給食会及び民間事業者への支払い。

🔶🔶全園児、児童、生徒が対象である。

🔶🔶幼稚園児に関しては、ミルク給食のみの提供の為、給食ミルク費として助成を行う。

事 業 の 概 要

　　　幼稚園　計 25 537 6,074 376

合　　　計 210 1,509 7,056

くぶら幼稚園 5 178 1,780 110

ひがわ幼稚園 176 876 54

　　　中学校　計 2,881

よなぐに幼稚園 20 183 3,418 212

与那国中学校 31 195 5,832 1,743

久部良中学校 1,138

50

19

388

193

9,656

3,824

与那国小学校 76 195 14,288 3,614

久部良小学校 46 195 9,024 2,279

H
予算額 決算額

決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

11,034 7,056 0 0 0 7,056 0

事
業
の
成
果

　県内において、給食費完全無償化事業を実施している市町村は、与那国町を含めて７市町村あり、給
食費を全額補助する事により、事業対象の園児、児童、生徒の保護者の負担軽減の充実が図られた。

比　川小学校 13 194

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

各幼稚園、小学校、中学校の園児、児童、生徒
を対象とした学校給食費を完全無償化にする。

園児、児童、生徒の給食費完全無償化に伴い、子育て
世代の支援推進を図り、教育振興の充実に寄与する。

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事 業 費 の 執 行 内 容

学　校　名 在学数(人) 給食日数 延べ回数 補助金額（千円）

2,271 575

　　　小学校　計 135 584 25,583 6,468

教育費

施 策 名 癒しと安心のまち 保健体育費

事 項 名 義務教育の充実 学校給食費

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 学校給食完全無償化事業 作成者名 永井　一史

課 名 教育委員会総務課 課長名 村本　浩利 予
算
科
目
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 5

目 番号 1

①与那国島の伝統文化・芸能総合講座（全３回）
　・令和２年７月～８月開催　全３回の連続講座
　　第１回＜踊り、歌、方言＞わらべ歌や日常会話を題材に、特徴や成り立ちを学ぶ
　　第２回＜染物、工芸＞踊りや歌の中に出てくる工芸品を自分で作ってみる
　　第３回＜まとめ＞自分で作った工芸品を使って、踊りや歌を楽しむ
　・与那国島の伝統的な文化、芸能を連続講座で総合的に学ぶことにより、伝統文化を
　　より身近に感じ、興味を持つ機会を提供する。
　　様々な年代の住民が共に学ぶことで、コミュニケーションを図る。

②子育て支援講座「ペアレント・プログラム」（全６回）
　・令和２年10月～令和３年１月　全６回の連続講座
　・ほめるコツを学び、楽しく子育てをする自信をつけることを目的とした子育て支援
　　プログラム
　・対象者：与那国町在住で、３歳～小学校２年生のお子さんをもつ保護者

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

0 383

与那国町の住民
（1）子ども・子育てに関すること
（2）高齢者に関すること
（3）障害者に関すること
（4）地域住民の健康福祉に関すること

　講座や教室への参加を通して、家族や地域住民、地域で働く方と
の交流をもつことにより、「地域がつながる」ことができる機会を提
供する。
　日頃から住民が連携、繋がりをもつことで、自立自助の意識が向
上することにより、地域課題の解決に対して自分事として取り組める
地域づくりを推進する。

事
業
の
成
果

①伝統文化・芸能総合講座
アンケート「今回の講座内容について」・・・とても満足、満足：82％
幼稚園児から40代の大人まで幅広く参加。どの世代も染物や太鼓等を体験できたことをよかったこととしており、体験を共有す
ることにより、世代間の交流をもつことができた。
②ペアレント・プログラム
R元年度に参加した支援者より、２名サポーターとして参加を依頼。地域の中から継続して支援者を繋いでいくことによって、より
地域に密着したプログラムを開催することができた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

教育委員会総務課 課長名 村本　浩利 予
算
科
目

383 0 0 0491

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 ライフセーフティネット事業 作成者名 大川　亜実

教育費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 社会教育費

事 項 名 社会教育の充実 社会教育総務費

課 名
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単位：千円

款 番号 8

項 番号 5

目 番号 1

令和２年度
【１】　祖納第一団地Ｃ棟新築建替工事（解体）
工事概要：解体工事　1棟(2階の2戸)解体面積127.54㎡　構造(鉄筋コンクリート造)

予算額 支出額 ¥7,150,000

与那国町がストックしている町営住宅は計画
期間内に法定建替の要件を満たす耐震年
限1/2を超えたものから、必要な修繕を行い
ながら順次建替を実施します。

　　快適性、耐震性、安全性を確保した住宅を入居者に
提供できる。

事
業
の
目
的

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

108,400 7,150 5,005 2,145

事
業
の
成
果

　住宅の建替をすることにより、快適性、耐震性、安全性を確保した住宅を入居者に提供できる。

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

解体前 竣工後

¥108,400,000

土木費

施 策 名 癒しと安心のまち 住宅費

事 項 名 良質な公営住宅の整備 住宅管理費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 町営住宅建替事業 作成者名 譜久嶺　良洋
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 6

目 番号 8

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 公共交通路線支援事業 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 循環と共生のまち 沖縄特別推進交付金

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 離島振興費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

16,967 13,57418,410

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

3,393

生活路線バス補助

本事業は、地方バス運営に必要な費用を支援すること
により、生活路線バスの安定的な運営を維持し、定住
するための必要な条件整備すると共に、来島者の利便
性向上を図る。

事
業
の
成
果

・公共交通路線バスの運行費用への支援を実施。また、安定した公共交通の確保をすることで観光客等
及び地域住民の利便性向上を図り、定住するための必要な条件を整備をした。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

与那国町

7851千円

与那国町

9,800千円

与那国町

16,967 千円

需用費
3,613千円

燃料費
2,961千円

修繕費
365千円

委託料
13,203千円

委託料
12,843千円

委託料
360千円

・燃料代

・車両修理料

・車検料

・委託業者：最西端観光（株）

・維持管理委託料

車検料
287千円

役務費
150千円

保険料
150千円

・自動車損害保険料
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単位：千円

款 番号 8

項 番号 2

目 番号 3

≪繰越≫

○令和元年度　祖納部落内線（役場前工区）道路整備工事 ･･･ 25,850,000円

【工事概要】

整備延長　L=35.48m 舗装工・付帯工・排水工・撤去工　一式

○令和元年度　祖納部落内線（役場前工区）用地分筆業務委託（繰越） ･･･ 621,500円

【業務概要】

測量・分筆業務　一式

≪現年≫

○令和２年度　祖納部落内線（浦野工区）測量設計業務委託 ･･･ 1,265,000円

【業務概要】

測量・設計業務　一式

○令和２年度　祖納部落内線（役場前工区）道路整備工事 ･･･ 6,983,900円

【工事概要】

整備延長　L=35.48m 舗装工・付帯工・排水工・撤去工　一式

○令和２年度　祖納部落内線(役場前工区)廃棄物処理工事 ･･･ 297,000円

【工事概要】

Co殻運搬・処分　一式

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

36,997 36,349 28,959 7,390

意図（どういう状態にしたいのか）

車両及び通行者。 道路拡幅及び歩道の設置を行う。

事
業
の
成
果

　本道路を整備することにより、車両及び通行者に快適な交通の確保ができた。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

　町道祖納集落内線は、県道２１６号線を起点とし祖納集落内を周回し起点と同じ県道２１６
号線を終点とする路線である。部落内線沿いには島内に数少ない商店や民宿、小中学校が
あり通学路、主要道路として使用されており現在は片側１車線であるが歩道が設置されてお
らず、登下校時には児童生徒が安心して通学できない状態である。また、小中学校が災害時
の避難場所に指定されており、緊急避難への道路と利用されることから、地域住民からの道
路拡幅、歩道設置の強い要望がある。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

土木費

施 策 名 循環と共生のまち 道路橋梁費

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 道路改良費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 祖納集落内線道路改良事業 作成者名 南風原光希

報告書 - 52



単位：千円

款 番号 11

項 番号 2

目 番号 1

　令和元年５月13日の豪雨により帆安線1、帆安線2、サンニヌ台線、野武原野底線で

法面・路肩崩壊等の災害が発生した。
　本事業により復旧工事を実施することによって道路交通の支障を解消し安全性
を図る。

令和元年度　公共土木施設大雨災害復旧工事（繰越） ･･･ 25,850千円
【工事概要】
○帆安線１　　　
・工事延長　L＝14ｍ
・土木工、法面保護工　　一式

○帆安線２
・工事延長　L＝33.7ｍ
・土木工、L型擁壁工、雑工、ガードレール工、舗装工、撤去・取壊し工　　一式

○サンニヌ台線
・工事延長　L=22ｍ
・土木工、擁壁工、小口止め工　　一式

○野武原野底線
・工事延長　L=28.8ｍ
・雑工、フトン篭工、種子散布工、ガードレール工、舗装工、撤去取壊し工　　一式

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

5,170

車両及び通行者。
豪雨による公共土木施設に災害が発生し、交通等に
支障をきたしている為、本事業により復旧工事を実施
する。

事
業
の
成
果

　本事業に係る復旧工事を実施することができた。
公共土木施設を復旧したことにより、本路線を住民が安全で快適に利用することができた。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

25,850 20,68033,367

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 公共土木施設災害復旧事業（繰越） 作成者名 南風原光希

災害復旧費

施 策 名 循環と共生のまち 公共土木施設災害復旧費

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 道路橋梁施設災害復旧費

課 名
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単位：千円

款 番号 8

項 番号 2

目 番号 3

○ 地方改善施設整備工事（祖納地区）　令和元年度から令和２年度へ繰越
繰越額　３４，７７２千円

【事業内容】

工　事　前 工　事　後

11,95629,538 17,582

排水を改善することにより利用者の安心・快
適な通学や通行を可能にする。

老朽化による既設排水路を改修することで排水施設を
維持し住民の生活を安定させ環境の悪化を防止する。

事
業
の
成
果

　排水を整備することにより、安心で快適な通行ができ、また生活環境の悪化を防止することができ
た。

予算執
行状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

　本箇所は、祖納集落の民家に隣接する排水路で雨水と一部家庭からの生活排水を直接排
除している施設であり、本箇所の排水路に関しては隙間や段差が生じ、側溝蓋が老朽化によ
り破損しているため事故等の危険性がある。また、排水機能が不能となり集落内が浸水し、
悪臭等により生活環境の悪化を招く状況であるため、改修することで排水施設を維持し住民
生活の安定を図る。

工事概要
整備延長Ｌ=368m
土工（一式）
舗装工=385㎡
法面工（一式）
付帯工=(一式）

一般財源

34,772

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

土木費

施 策 名 循環と共生のまち 道路橋梁費

事 項 名 道路・交通ネットワークの整備 道路改良費

課 名 まちづくり課 課長名 前大舛　和夫 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 地方改善施設整備事業 作成者名 譜久嶺　良洋
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単位：千円

款 番号 9

項 番号 1

目 番号 1

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 非常備消防費 作成者名 田島政之

上地　常夫 予
算
科
目

意図（どういう状態にしたいのか）

町民の安心 安心して暮らせるような環境づくり

対象（誰を、何を）

消防費

施 策 名 海を守り、支えるまち 消防費

事 項 名 防災予防活動 非常備消防費

課 名 総務課 課長名

一般財源

事
業
の
成
果

緊急携帯電話の定着及び消防車の修繕等により活動に幅が出てきた。

消防団員への報酬 団長及び団員への年間報酬

団員への報酬・手当 緊急電話対応及び救急出動時の手当等

AEDリース料金 公共施設へのAED設置遠隔監視付き

負担金 各関係機関への負担金及び運営費

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

主
に
消
防
関
係

事
業
の
目
的

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金

978 928 928

県支出金 地方債 その他
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単位：千円

款 番号 9

項 番号 1

目 番号 1

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 災害対策事業 作成者名 田島政之

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

主
に
街
灯
の
整
備

街灯の撤去 腐食した街灯の撤去

消防費

施 策 名 海を守り、支えるまち 消防費

事 項 名 災害対策事業 非常備消防費

課 名 総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

町民の安全啓蒙 安全に暮らせるように整備等をする。

事
業
の
成
果

集落内の街灯を徐々にLEDに切り替えているので、電気代のコストを少しづつ抑えられてきている。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

342 273 273

街灯の修繕 点滅・球切れ・漏電等の修繕

街灯新規設置
蛍光灯や水銀灯などは電気料
が高く部品等の確保も厳しいた
め。電気料が安く、長期的なコス
トを考えて、ＬＥＤへと切り替えて
いる

一般財源
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 3

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 沖縄県観光防災力強化支援事業 作成者名 田島政之

商工費

施 策 名 海を守り、支えるまち 商工費

事 項 名 沖縄県観光防災力強化支援事業 観光費

課 名 総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

観光客の避難 島を訪れる観光客の避難安全

事
 

業
 

 

 

 

 

実　績
備蓄食糧・飲料水・毛布・簡
易トイレ・敷きマット・避難用
テント・発電機・投光器・多
言語翻訳機・観光危機管理
計画策定・備蓄庫

 

 
の
 

 

 

 

久部良地区備蓄庫

事
業
の
成
果

町内で足止めされる観光客に対する防災力強化を図るため、備蓄食、資機材等、備蓄庫を整備した。

 

 

 
実
 

施
 

内
 

容

（大宜見鉱山入口）

（町観光倉庫隣り）

比川地区備蓄庫

2,526

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

32,754 31,235 28,709
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 3

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 沖縄観光防災力強化支援事業 作成者名 稲藏杉作

商工費

施 策 名 海を守り、支えるまち 商工費

事 項 名 防災体制の整備・拡充 観光費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

地方債 その他 一般財源

5,376 5977,304

国庫支出金 県支出金

5,973

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

  沖縄県では観光産業を地域経済の活性化や県民
の雇用創出など、直接的・間接的に県経済に大きく
貢献する重要な産業として位置づけており、観光産
業に負の影響を与えるさまざまな危機への対応とし
て「沖縄県観光危機管理基本計画（平成27年3
月）」を策定した。
本事業では、令和2年度での「与那国町観光危機管
理計画」の策定を目指し、安心・安全・快適な観光を
提供するとともに、与那国町の観光ブランドの確立を
目的とした調査・検討を行うものとする。

  本計画は、観光産業に負の影響を与える津波･
地震等の自然災害やテロ等の人的災害などの観
光危機に関し、危機対応のための基本的な対策
を定め、観光危機が発生する、または発生するおそ
れがある場合において、当該危機の減災対策、観
光客の安全を守るための対応、危機後の風評被
害対策、観光産業の早期 復興・事業継続支援等
を迅速かつ確実に実施できる体制を整備する。

事
業
の
成
果

・与那国町観光危機管理計画策定

事
 

業
 

の
 

実
 

施
 

内
 

容

事
業
の
目
的

与那国町

5,973千
円

委託料
5,973千円

琉球国際航業（株）
5,973千円

与那国町観光危機管理計
画調査・検討業務委託
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 8

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 交通安全対策特別事業 作成者名 田島政之

総務費

施 策 名 海を守り、支えるまち 総務管理費

事 項 名 交通安全対策費 交通安全対策費

課 名 総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

地域住民の交通安全 交通事故防止

事
業
の
成
果

蛍光灯や水銀灯よりも電気代のコストを大幅に抑えられている。

集落内の街灯をLEDに切り替えている。　　そ
の他、道路の清掃関係消耗品を購入。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

479

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

479 479
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 3

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国島歴史文化交流資料館事業 作成者名 稲藏杉作

商工費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 商工費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 観光費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

20,11720,285

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

20,117

指定管理者（一般社団法人与那国フォーラム）
へ運営補助としての補助金。また、諮問機関で
ある運営協議会の運営。

観光型施設（DiDi与那国交流館）の活性化を図ること
で本町の観光振興促進に繋げるとともに、文化や教育
などの伝統継承への意識向上も併せて促進させる。

事
業
の
成
果

維持管理費用、経費などの支出の見込みに多少時間がかかると思われますが、ツアー客やイベント時で
の集客等を鑑みると来場者数は増加傾向であったが、新型コロナウィルス感染症の影響により令和2年
度は大幅に減少した。来場者数では厳しい状況があり引き続き本町の観光振興への取組を強化し且つ
ロードマップを軸に収益を上げ補助金の減額に引き続き努めていきたい。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

与那国町

20,117千
円

旅費
74千円

費用弁償

需用費
1千円

食料費

役務費
42千円

保険料

負担金、補助金
20,000千円

一般社団法人与那国フォーラム
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 5

目 番号 3

【与那国方言辞典編集委員会】　開催回数：11

【調査】　
令和3年3月23日　宮城政三郎（那覇市在、祖納出身・昭和2年生）

令和3年3月23日　宮良康正（浦添市在、祖納出身・昭和14年生）

【どぅなんむぬい辞典第2版発行】

【しまくとぅば語やびら大会】
発表者：稲蔵　マサノ
演　題：人生謳歌しています

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

5,211 5,134 5,134

島外在住の母語話者が保持する与那国方言につい
て調査。被調査者が高齢であることから、コロナウイル
ス感染症を考慮し、予定していた調査回数が減となっ
た。

平成30年度に一括交付金を活用して発刊した「どぅなんむぬい辞典」は、町内世帯及び関
係者への配布が終了し、一般の希望者は入手できない状況であった。与那国方言入門書
として高い評価を得ており、内容を修正、加筆した第2版を町単費で増刷し、一般の希望者
も入手できるようにした。頒布価格1,870円（与那国町図書有償頒布に関する要綱によ
る。）

コロナウイルス感染症対策のため、Ｗｅｂ開催となったが、2
年連続で与那国町から出場し、県内外への与那国方言の
認知度を高め、普及啓発の一助となった。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

消滅危機言語である与那国語を保存・継承す
るために必要な人材育成と普及啓発を目的と
する。

消滅の危機に直面している与那国方言を積極的に使
う、話す環境づくりを推進する。

事
業
の
成
果

コロナウイルス感染症防止の観点から、講座やワークショップなど、イベント的な事業はできなかったが、
与那国方言辞典発刊に向けた継続した語彙の収集や整理、どぅなんむぬい辞典の普及等、一定の成果
はあった。

教育費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 社会教育費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 文化財保護費

課 名 教育委員会教育課 課長名 磯部　大輔 予
算
科
目

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

事務局が収集した語彙資料、委員が作成した例文の
整理、審議等。令和9年度の与那国方言辞典発刊に
向け開催。

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国方言保存継承支援事業 作成者名 村松　稔
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 5

目 番号 3

【与那国町文化財保護審議会】　

与那国町文化財保護審議委員(令和2年4月1日～令和4年3月31）

第１回　文化財審議会

日時：令和2年5月15日

場所：町役場２階会議室

内容：

第2回　文化財審議会

日時：令和2年5月15日

場所：町役場２階会議室

内容：

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

141 66 66

委員長：與那覇仁一　副委員長：長濵利典　委員：崎原正吉・前楚美津子・小嶺祥子

委嘱状交付、委員長選任、文化財行政に関する報告、島仲村発掘調査・指定文化
財の状況・日本の危機言語サミット与那国開催等についての意見交換。

文化財行政に関する報告、令和4年度事業であるサンニヌ台の国天然記念物指
定・民謡の文化継承事業について意見交換。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

本町の歴史的、文化的、自然的な資源を保全
し、次世代に継承していく。

文化財の適切な保全・活用を推進し、町民全体の共
有財産としての意識向上を図る。

事
業
の
成
果

文化財行政の担当経験が長い委員2人を任命したことで、特に文化財の活用面で議論の内容が深
まった。令和3年度はサンニヌ台の国指定天然記念物に向けた取り組み、新規事業「民謡の文化継承事
業」等、新規事業における審議会の役割がより重要となる。

教育費

施 策 名 伝統文化に支えられた自治と自律のまち 社会教育費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 文化財保護費

課 名 教育委員会教育課 課長名 磯部　大輔 予
算
科
目

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用
等に関する重要事項について調査審議し、これらの事
項に関して教育委員会に建議できる組織として設置
されている。委員5人で組織され任期は2年間。令和2
年度より下記の新委員で組織された。

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 文化財保護事業 作成者名 村松　稔
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単位：千円

款 番号 10

項 番号 1

目 番号 3

文化庁の補助事業を活用し、与那国町の直営事業として実施した。

位置図

島仲遺跡発掘調査支援業務委託
・試掘調査成果簿
・オルソ図面
・調査データ

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

4,894

開発が予定されている埋蔵文化財の発掘調査
(島仲村遺跡)

遺跡の範囲と性格を把握するために必要な試掘・確
認調査を実施し、開発との調整及び記録・保存に必要
な資料作成に備える。

事
業
の
成
果

令和２年は、試掘個所を55箇所・確認調査を３箇所行った。次年度は試掘個所を40箇所・確認調査を
2箇所で予定している。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

教育委員会教育課 課長名 磯部　大輔 予
算
科
目

23,570 18,85627,137

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 島仲遺跡発掘調査支援業務委託事業 作成者名 成瀬　満紀人

教育費

施 策 名 その他：その他 社会教育費

事 項 名 与那国島の伝統文化の継承 文化財保護費

課 名
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 13

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

103,714

与那国町民

新型コロナウイルス感染症経済対策として、国の特別定
額給付金と同様の基準に対象者特例（高校生）を設け、
町民に１人当たりに対し３万円を第1段、第2段の２回給
付金を支給し、家計への支援を行うことで、与那国町経
済の活性化を図る。

事
業
の
成
果

国の特別定額給付金に加え、町独自の「与那国町特別定額給付金」を全町民に支給したことに
より、家計への支援が実施できたとともに、与那国町経済活性化の一助に資することができた。

予算執行
状況

4 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

103,714103,779

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町特別定額給付金 作成者名 与那国　和子

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス対策費

課 名

①

②

③

※ 特別定額給付金を希望されない方は、以下のチェック欄（□）に×印をご記入ください。

（表面）

与那国町特別定額給付金申請書

申請日 令和２年　　　　月　　　　日

〒 999-9991
電算市電算１番地

電算　太郎 様

#00001-1

000000000101

与那国町長　外間　守吉 殿

○  世帯主（申請・受給者）

下記の事項に同意の上、与那国町特別定額給付金を申請します。

受給資格の確認に当たり、公簿等で確認を行うことがあります。

公簿等で確認できない場合は、関係書類の提出をお願いします。

与那国町が、下記に記載された受取口座に振込手続後、記載間違い等の事由により振り込みが完了せず、かつ、申請受付開始日から令
和２年９月３０日の申請期限までに、与那国町が、申請・受給者（代理人も含みます。）に連絡・確認できない場合には、与那国町は当該申
請が取り下げられたものと見なします。

○  給付対象者（下記の記載内容を御確認ください。もし記載に誤りがあれば、朱書きで訂正してください。）

現　　　　　　　住　　　　　　　所
氏　　　　　名

デンサン　タロウ

昭和55年1月1日
電算市電算１番地

電算　太郎 ㊞
日中に連絡可能な電話番号　　　　　　（　　　　）

（　フ　リ　ガ　ナ　）
生年月日

2

氏名 続柄 生年月日

□

希望しない

1
デンサン　タロウ

世帯主 昭和55年1月1日 □電算　太郎

3 □

5 □

4 □

7 □

6 □

9 □

8 □

合計金額 30,000 円

10 □

○ 対象者の特例：住民基本台帳に記録のない高校生について、下記の給付対象者に加筆にて申請してください。（在学証明書添付）

市区町村

受付印

a 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 a

受取方法 （希望する受取方法（下記のA又はB）のチェック欄（□）に『✔』を入れて、必要事項を御記入ください。）

□Ａ　指定の金融機関口座（申請・受給者又はその代理人の口座に限ります。）への振込を希望

【受取口座記入欄】（長期間入出金のない口座を記入しないでください。）

通帳番号

（右詰めでお書きください）

□ B　申請書を窓口で提出し、後日、給付（申請書の返送の必要はありません。）

（金融機関の口座がない方や金融機関から著しく離れた場所に住んでいる方が対象となります。）

【代理申請（受給）を行う場合】
　

　

年 月 日

 ※記名押印に代えて署名することができます。

（裏面）

○

金融機関名
（ゆうちょ銀行を除く）

支 店 名 分類 口 座 番 号
（右 詰 めでお 書きください。）

（フリガナ）

口座名義

1.銀行
2.金庫
3.信組
4.信連

5.農協
6.漁協

7.信漁連

本・支店
本・支所
出張所

1普通

2当座
支店コード

ゆうちょ銀行
通帳記号

（６桁目がある場合は、※欄
に御記入ください。）

（フリガナ）

口座名義

1 0

ゆうちょ銀行を選択された場合は、貯金
通帳の見開き左上またはキャッシュ
カードに記載された記号・番号をお書
きください。

上記の者を代理人と認め、
　特別定額給付金の　　　　　　  　　　                     を委任します。
　
 

世帯主氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

申請者本人確認書類

振込先金融機関口座確認書類

代
理
人

（　フ　リ　ガ　ナ　）

代理人生年月日 代理人住所
代理人氏名

 明治・大正・昭和・平成

日中に連絡可能な電話番号　　　　　　（　　　　　　）

← 法定代理の場合は、委任

方法の選択は不要です。

※

申請・請求

受給

申請・請求及び受給

1,723 人 （特例者除く）

102,390,000 円

１回目 99.4 ％（特例者除く） 51,480,000 円

２回目 98.3 ％（特例者除く） 50,910,000 円

1,324,019 円

182,600 円

274,509 円

システム改修委託料 198,000 円

給付金振込手数料 668,910 円

1716人（内特例4人）

1697人（内特例4人）

印刷製本費

通信運搬費

　　　事務費合計

　　　給付金支給総額

　　　対象者数

支給人数 支給額支給率

　　　基準日 　令和２年４月２７日
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 13

・１０月に実施した住民健診及び１１月に実施した高齢者インフルエンザ予防接種等の
機会を利用して、マスクを一人に一箱（５０枚入り）配布した。
・会えなかった人には後日、個別で配布。

対象者数：1703名（令和２年９月１日現在与那国住民）
配布数：1654名（９７％に配布済）

※転出した方や居住実態が無い方には配布できなかった。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

2,660 2,660 2,660

事
業
の
成
果

配布した不織布マスクを感染症予防に役立てていただいている。

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

全町民
新型コロナウィルス感染症予防対策として全住民に不織
布マスクを配布する

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス対策費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 町民へのマスク無料配布事業 作成者名 原聖子
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単位：千円

課長名 款 番号 2
項 番号 1
目 番号 13

●支給対象者
　１）農業従事者
　２）漁業従事者
　３）その他（上記以外で相当と認められる場合）

●見舞金の額
　１）見舞金の額は、該当する対象者へ一律５万円とする。

対象者 対象者数 支給者数
農業従事者 38 31

漁業従事者 116 44

その他 0

合　計 154 75

決 算 額 の 財 源 内 訳
国庫支出金

10,000 3,750

事
業
の
成
果

　見舞金を支援したことにより農業従事者及び漁業従事者の経営基盤の安定化が図られた。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

50,000

支給額
50,000

0

備　考

3,750,000

0

2,200,000

1,550,000

金　額

予算執行
状況

予算額 決算額
県支出金 地方債 その他 一般財源

3,750

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）
　与那国町内における新型コロナウイルス感染
症の影響を受けて、売上げ及び生産活動が著
しく停滞している農業従事者及び漁業従事者
へ緊急支援見舞金を支給する。

　見舞金を支給することにより売上げ及び生産活動が
停滞している農業従事者及び漁業従事者の経営基盤
の安定化を図る。

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事業名 与那国町感染症影響対策支援事業 作成者名 小　島　重　喜

課　名 産業振興課 小島　重喜 予
算
科
目

総務費
施策名 その他：その他 総務管理費
事項名 新型コロナウィルス感染症対策 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策費
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 14

与那国小学校 よなぐに幼稚園
ザイルクライミング設置 ブランコ、雲梯設置

くぶら幼稚園 ひかわ幼稚園
ブランコ設置 てつぼう設置

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

0 0

各幼稚園及び与那国小学校遊具
屋外で過ごす環境をつくることにより、３密になる状況を
減らし新型コロナウイルスの感染防止を図る。

事
業
の
成
果

遊具を設置したことにより、園児や児童が屋外で過ごす時間が増えることで３密防止になり新
型コロナウイルス感染予防を図れる。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

教育委員会教育課 課長名 磯部　大輔 予
算
科
目

18,085 18,085 0 020,300

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 3密防止用遊具設置事業 作成者名 川越義希

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症
対応地方創世臨時交付金

課 名
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 14

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 生活路線バス維持促進事業 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症
対応地方創世臨時交付金

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

9,439 9,43910,000

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

地域住民及び観光客の利用者間での3密対策
を実施することにより快適な空間の確保且つ交
通弱者への安定した公共交通の提供並びに持
続的な地域経済の活性化を図る。

快適な空間を保つことで、3密を避け安定した公共交通
の確保に努められる。

事
業
の
成
果

路線バス車両を購入したことにより、安定した公共交通の維持及び確保することが出来たことから、成
果として概ね達成している。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

与那国町

9,439千円

備品購入
9,439千円

中越バス販売（株）
9,439千円

与那国町生活路
線バス車両購入
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 14

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 島内観光キャンペーン事業 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対応
地方創世臨時交付金

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

24,924 24,92428,000

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

地域住民を対象とした島内観光消費喚起する
ことにより地域経済の循環の安定を図り観光振
興に繋げる。

本町地域経済の維持や安定した雇用の確保及び地
域活性化に繋げる。

事
業
の
成
果

町民を対象に2万円の商品券を2千円で販売し、島内での需要喚起を促した結果、使用率９８％以上と
なり成果として概ね達成している。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

与那国町

24,924千円

負担金、補助金
24,924千円

与那国町観光協会
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 14

事
業
の
目
的

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

事
業
の
成
果

全町民及び観光客を対象に3千円のクーポン券の無料配布を行い、島内での需要喚起を促した結果、
使用率９３％以上となり成果として概ね達成している。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

7,650 7,6508,500

消費喚起を目的としたクーポン券を発行するこ
とで休業を自粛していた小規模事業者（観光従
事者含む）の雇用維持や消費拡大に繋がり併
せて誘客促進を実施することで地域経済の活
性化を図る。

本町地域経済の維持や安定した雇用の確保及び地
域活性化に繋げる。

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 地域経済誘客促進活性化事業 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対応
地方創世臨時交付金

課 名

与那国町

7,912千円

負担金、補助金
7,912千円

与那国町商工会
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 14

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 観光PR動画発信事業 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対応
地方創世臨時交付金

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

7,851 7,8518,000

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

アフターコロナに向けた観光PR映像の構築及
びWeb等での発信を行うことで経済回復並び
に地域活性化を図る。

本町PRをすることにより誘客促進が図られ、観光需要
の活性化に繋げる。

事
業
の
成
果

与那国島の魅力を集結した動画を制作し、さらに発信PRを実施した。成果として概ね達成している。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

与那国町

7851千円

委託料
3,000千円

丸正印刷株式会社
3,000千円

委託料
4,851千円

映像工場
4,851千円

与那国町魅力発信動画
制作業務委託

与那国町魅力動画発信業
務委託
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 14

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 申請支援窓口開設事業 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対応
地方創世臨時交付金

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

2,198 2,1983,500

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

町内小規模事業者への相談及び書類作成支
援を行うことで雇用や事業継続支援を図る

新型コロナウィルス感染症の影響を受けている本町内
の小規模事業者専用に支援策や相談等を行うことに
より地域経済の維持や雇用の確保に努められる

事
業
の
成
果

・合計374件の相談や対応を実施したことにより町内事業者の存続維持に繋げた。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

与那国町

7851千円

与那国町

2,198千円

負担金、補助金
2,198千円

与那国町商工会
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単位：千円

款 番号 7

項 番号 1

目 番号 14

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 中小企業及び小規模事業者支援事業 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対応
地方創世臨時交付金

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

9,800 9,8009,800

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

中小企業及び小規模事業者への運営の一部を
支援することで雇用対策や事業継続の安定し
た地域経済を図る。

本町地域経済の維持や安定した雇用の確保及び地
域活性化に繋げる。

事
業
の
成
果

・給付決定件数69件　　　　10万円／47件・20万円／14件・30万円／8件

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

与那国町

7851千円

与那国町

9,800千円

負担金、補助金
9,800千円

町内中小規模事業者

報告書 - 73



単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 14

事業名：会議室ICT化事業

1. 整備状況

・２Ｆ会議室　モニタ２台　ＰＣ１台　設置　
・１Ｆ　モニタ利用
・ZOOM　Cisco Webex Meetings のフリープランを利用
（主に参加側のため。無料プランを利用）

2. 活用状況 

・ ２０２１年１月２７日からテスト利用
・ ２Ｆ会議室　２０２１年３月末日までに１３回のTV会議を実施
・ １Ｆ会議室（副町長室）２０２１年３月末日までに複数回のTV会議を実施

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 会議室ICT化事業 作成者名 津村　伸之

総務費

施 策 名 人材を育て・つなぐ交流のまち 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対応地方創世臨時交付金

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

5,494 5,4945,914

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

感染症対策を目的とした一環の事業。出張の自
粛、中止に伴う職員のWeb会議を円滑に行うこ
とを目的とする。

島外への出張を減らすと共に、感染症のリスクを減ら
し、財源と安全を保つ。

事
業
の
成
果

県内の自治体すべてが参加するWeb会議にも新規導入したシステムで対応し、滞りなく会議が行える
ようになった。外部接続のモニタ、スピーカー、カメラを利用し多数が同時に参加できる会議も可能。今
後よりいっそうWeb会議の機会が増えることが予想されるので各職員に使い方を周知し適切に運用し
ていきたい。

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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単位：千円

款 番号 3

項 番号 1

目 番号 1

〇　与那国町戦没者追悼式典費

【予算額】 【決算額】
・需用費、役務費

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

82 28 28

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

第二次世界大戦戦没者追悼式典

沖縄県は第二次世界大戦において唯一、一般県民を
巻き込む戦場となりました。
この歴史的事実を受けとめ、町民一人一人が世界の
恒久平和を願う機会としていきたい。

事
業
の
成
果

今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、規模を縮小して実施しています。そのため、児童・生徒
の参加は控えたため、各小中学校から折鶴の献納があり、当日に献納させて頂きました。戦後７５年、過
去を知る世代や遺族の方々が減っていくなか、歴史的事実を伝えていくためにも事業を実施していかな
ければならないと感じます。式典を執り行い、恒久平和を願う機会となっている。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

82 28

事
業
の
目
的

民生費

施 策 名 その他：その他 社会福祉費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 社会福祉総務費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 慰霊祭式典費（与那国町戦没者追悼事業） 作成者名 遠藤　ひとみ
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単位：千円

款 番号 3

項 番号 1

目 番号 1

〇　令和３年与那国町成人式
【予算額】 【決算額】

・需用費、役務費

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

401 96 96

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）
平成11年４月２日から平成１2年４月１日生まれ、次
のうち一つに該当する者。
１）与那国町に在住する者
２）与那国町内の中学校を卒業した者
３）２）に定める者の他、町長が認めた者

社会の形成者として、良き成人となることの自覚と、自
ら生き抜こうとする意欲を促し、新成人の門出を祝う。

事
業
の
成
果

対象者：13名　　　　出席者：１0名
　幼くして島を離れた仲間が集うことのできる場でもあり、親族を初め島の人が成人者の門出を
祝うことができると同時に、Uターンを考えるきっかけ作りの場でもありたい。しかし、今年度は新
型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、数名の欠席者が見られたが、感染症対策に配慮し、感
染者を出すことなく実施できた。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

401 96

事
業
の
目
的

民生費

施 策 名 その他：その他 社会福祉費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 社会福祉総務費

課 名 長寿福祉課 課長名 南風原　弘明 予
算
科
目

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 成人式式典費（成人式記念事業） 作成者名 遠藤ひとみ
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 1

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

沖縄県市町村広域連携支援事業 作成者名 上地常夫

総務課 課長名 上地　常夫 予
算
科
目

総務費

その他：経常的な業務等を主とする事業 総務費管理費

新型コロナウィルス感染症対策 一般管理費

1,159 1,063

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

事
業
の
成
果

予算執行
状況

県支出金 地方債

施 策 名

事 項 名

事 業 名

課 名

事
業
の
目
的

対象（誰を、何を）

その他 一般財源

0 1,063

意図（どういう状態にしたいのか）

各離島町村でそれぞれ単独で職員採用試験を
実施してるが、時間的・経済的負担お問題から
応募者が極めて少なく、新規採用者を安定的に
確保できない状況となっている。

令和３年度において離島町村職員採用試験の共同実施を
実現するため、各離島町村における職員採用に係る課題等
を整理し、合理的かつ効果的な試験の実施方法、実施時
期、各町村が行う事務及び町村会が行う事務の役割等に
ついて検討を行う。

0 0 0

　
  連 携 団 体：与那国町、伊平屋村、伊是名村、北大東村、沖縄県町村会

　連携テーマ：離島町村職員採用試験の共同実施に伴う調査・研究

  事業実施期間：令和２年７月～令和３年３月

  事業の内容　  ○関係町村及び町村会による検討会の実施（５回）

　　　　　　　　　    ○採用試験共同実施方針とりまとめ
　 5月～6月     　離島町村の意向調査（事前調査）、連携町村呼びかけ
　 7月27日（月）　第1回検討会　15時～17時　自治会館201会議室
　　　　　　　　　　・連携検討事業の趣旨説明、作業スケジュ－ル・各離島町村の採用
　　　　　　　　　　　試験に関する現状と課題　・市町村採用共同試験の実施状況
　 8月28日（金）　第2回検討会　15時45～17時　Web会議
　　　　　　　　　　・第1回検討会を踏まえた課題整理と今後の議論　・全国の市町村職員
　　　　　　　　　　　採用試験共同実施状況調査の結果　・先進地調査先の決定及び
　　　　　　　　　　　先進地調査日程
　10月23日（金）　第3回検討会　15時～17時　自治会館４階第１会議室
　　　　　　　　　　・検討事項の要点整理　・事前調査に基づく各町村の意見及び取りまとめ
　　　　　　　　　　・令和３年度市町村広域連携支援事業に係る予算案
　12月22日（火）　第4回検討会　14時30分～17時　県庁7階第4会議室
　　　　　　　　　　・検討事項の取りまとめ　・募集要領（案）、実施要綱等（案）
　　　　　　　　　　・費用負担（案）
　   3月1日（月）　第5回検討会　14時30分～17時　県庁7階第4会議室
　　　　　　　　　　・沖縄県離島町村職員採用共同試験実施方針とりまとめ
                      ・令和３年度離島町村職員採用共同試験実施スケジュール（案）
　                    ・費用負担の確認

　 令和３年度に離島町村職員採用共同試験を実施するための検討会を５回開催し、実施方針を始め共
同試験に必要な取決め事項を取りまとめることができた（別添議事録参照）。共同試験の目的である、
事務処理の効率化及び受験者の負担軽減が図られ、応募者の確保及び町村職員の安定的な人材確
保が期待できる。さらに、職員定数の維持により、研修等の人材育成の充実強化が図られ、職員の資質
向上及び行政サービスの向上が期待できる。

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金
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単位：千円

款 番号 2

項 番号 1

目 番号 7

対象（誰を、何を） 意図（どういう状態にしたいのか）

令和２年度主要施策の成果に関する報告書

事 業 名 与那国町地域おこし協力隊（移住定住支援） 作成者名 稲藏杉作

総務費

施 策 名 その他：その他 総務管理費

事 項 名 新型コロナウィルス感染症対策 企画費

課 名 企画財政課 課長名 小嶺長典 予
算
科
目

   平成21年度に総務省によって制度創設。
都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票
を移動し生活の拠点を移した者を地方公共団体が
地域おこし協力隊員として委嘱。
隊員は一定期間地域に居住し、地域ブランドや地場
産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの支援や農林
水産業への従事、住民の生活支援等の地域協力活
動を行いながら、その地域への定住・定着を図る取り
組み。

本町では移住定住コーディネーターを1人委嘱す
ることにより移住者への相談窓口対応や定住に
向けた活動の支援等を行う。

事
　
　
　
業
　
　
　
の
　
　
　
実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容

事
業
の
成
果

・移住定住コーディネーターを配置したことで相談窓口対応や移住者への支援活動など積極的に行え
た。（相談件数33件のうち支援件数1件）

事
業
の
目
的

3,259

予算執行
状況

予算額 決算額
決 算 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

3,259 3,259

与那国町

3,259千円 委託料
299千円

ガイドブック制作業務委
託

・丸正印刷株式会社

役務費
3千円

通信運搬費
3千円

報酬費
1,570千円

旅費
397千円

普通旅費
397千円

報酬費
1,570千円

期末手当
214千円

期末手当
214千円

備品購入費
176千円

備品購入費
176千円

負担金、補助金
600千円

家賃補助
550千円

活動経費
50千円
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